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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

　

11
月
３
日
、お
だ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、

「
第
１
回 

来
て
、
観
て
、
歩
こ
う 

あ
っ

た
か
栃
木
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

と
な
っ
た
渡
良
瀬
遊
水
地
な
ど
の
豊
か
な

自
然
と
、趣
の
あ
る
街
並
み
、

古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た

伝
統
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
し
て
楽

し
く
い
き
い
き
と
健
康
や
体

力
づ
く
り
を
行
い
、
交
流
を

深
め
る
趣
旨
に
よ
り
、
今
回

初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

藤
岡
総
合
体
育
館
を
ス

タ
ー
ト
し
、
藤
岡
地
域
か
ら

西
方
地
域
ま
で
広
く
な
っ
た

新
生
栃
木
市
を
体
感
し
な
が

ら
歩
く
「
栃
木
市
縦
断
30
㌔

コ
ー
ス
」、
谷
中
湖
の
自
然

や
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
歩
く

「
渡
良
瀬
遊
水
地
谷
中
湖
13

㌔
コ
ー
ス
」、
渡
良
瀬
遊
水

地
の
雄
大
な
自
然
を
満
喫
し

な
が
ら
歩
く
「
渡
良
瀬
遊
水

地
湿
地
８
㌔
コ
ー
ス
」
の
３

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
見
ど
こ
ろ
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
「
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
け

て
楽
し
か
っ
た
」「
遊
水
地

を
初
め
て
歩
い
た
。
雄
大
な

景
色
が
と
て
も
よ
か
っ
た
」

「
30
㌔
は
歩
い
て
み
る
と
結

構
長
か
っ
た
。
知
ら
な
か
っ

た
地
域
も
歩
け
た
し
、
市

街
地
の
風
景
が
印
象
的
だ
っ

た
」「
ま
た
歩
い
て
み
た
い
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

市
内
外
を
問
わ
ず
、
１
都

７
県
か
ら
子
ど
も
や
大
人 

約
４
５
０
人
が
参
加
し
、
秋
深
ま
る
本
市

の
様
々
な
風
景
に
触
れ
な
が
ら
、
秋
麗
の

栃
木
路
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
来
年
も
開
催
す
る
予
定
で

す
。

約 450 人が参加した第１回 栃木市ウォーキング大会。ウォーキング日和の中、3 コースに分
かれ元気にスタート。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11 月３日、藤岡総合体育館で）

第１回 来て、観て、歩こう　あったか栃木市ウォーキング大会

自然と伝統文化にふれながら体力づくり
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　市では従前から専門職による保育園や
幼稚園、小・中学校への巡回相談事業に
取り組んでいます。また、福祉や健康、
教育などの関係課による連携会議を定期
的に実施し支援体制の整備を進めてきま
した。
　平成 24 年度における社会福祉課発達
支援担当が受けた、集団不適応、対人ト
ラブル、言葉の遅れなどの相談人数は
466 人（２歳～ 21 歳）でした。こうし
た子どもへの支援策として社会福祉課で
は「放課後巡回支援教室」（いろどり教室）
を実施しています。
　現在、登録児童が 80 人、実施校は小
学校 25 校（27 校中）、中学校７校（13
校中）となっており、新規の希望者も増
えています。
　また、「こどもサポートクラブ」では、
地域の特色や人材を生かして遊び・学び・
体験するクラブとして、今まで人との関

わりに自信が持てなかった子どもにも自
分のペースで学べる楽しい活動を提供し
ていきます。
　このような取り組みや支援策を更に拡
充するとともに、新市にふさわしい新し
い支援の拠点施設として「こどもサポー
トセンター」を開設します。現在新年度
の開設に向け準備を進めています。

※いろどり教室は遊びを通してお子さん
　が楽しみながら友だちとの関わり方や
　社会生活に必要なルールを身につけら
　れるよう支援する教室です。
※こどもサポートセンターは、市内城内
　町２丁目にあった国（農林水産省）が
　農政事務所として使っていた建物を市
　が買い取り、必要な改修工事を行い整
　備するものです。

 社会福祉課☎ 21 ‐ 2508

事業内容
○心・育ちの相談室（医師、保健師、臨床心理士、
　言語聴覚士による相談と各種検査の実施）
○ことばの教室（未就学児対象）　
○放課後巡回支援教室＆フレンドシップスクール
○こどもサポートクラブ

栃木市こどもサポートセンター

センター協力委員
医療・教育・福祉等の領域で、子どもの支援
に関わってきた有識者

こどもサポーター

子どもの支援に積極的に参加できる市民

専門的助言
の依頼

地域人材との
出会いと交流

研修によるスキルアップ

こどもサポートセンターの理念
　心の成長や発達に何らかの課題を持つ児童の義務教育後の地域社会
参加に向けて、医師や専門家、ボランティア市民などが子どもの支援
に継続的に関わることができる施設　

こどもサポートセンターを開設します平成 26 年度

－農林水産
省旧栃木農政事務所栃木庁舎（城内町 2丁目）を活用－

☆高い専門性の確保
　センター職員への指導・助言の他、関係職員や支援者
への研修等を行い各支援現場における対応の充実を図る

☆地域における理解者の拡大
　子どもたちの社会参加に向けた活動に関心を持つボラ
ンティア市民を募集し、支援活動に参加してもらう
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No.16

　７月から 10 月まで市内各地域で開催し
てきました、「まちづくり懇談会ふれあい
トーク」全 19 回が終了しました。
　それぞれの会場では、市政報告として、
合併による行政サービスの一元化の状況、
３病院の統合再編、新市庁舎整備などにつ
いて説明させていただきました。
　またフリートークでは、道路の舗装改修
や水路の浚

しゅんせつ

渫などについてのご要望のほ
か、多くの会場で「ふれあいバス」につい
てのご意見、ご質問をいただきました。具
体的には、運行路線の変更、鉄道との連携、
事業収支などについてです。
　「ふれあいバス」については、栃木青年
会議所と市で共催し、無作為抽出によって
選ばれた方が参加する「市民討議会」にお
いても議論していただき、バスの運行は必
要としながらも、改善を求める数多くのご

意見が出され、年内には提言
書としてご提案いただく予定
です。
　「ふれあいバス」は、いよい
よ来年度から本格運行に移行します。昨年
度に比較すると利用者は増加しています
が、将来に渡って持続的に運行していくた
めには、さらなるご理解とご利用が必要で
あり、市としましては、ご意見を踏まえて、
さらに利用しやすくなるよう工夫していか
なければなりません。
　南北約 30㎞、東西約 20㎞と格段に広く
なった市内に、バスを走らせることが出来
たのは、合併の大きなメリットです。また、
高齢化社会を迎え、バスなどの公共交通機
関の必要性は必ず高まってまいります。
　都賀地域の老人会が、「ふれあいバス」
を使った市内旅行を実施されたところ、と
ても好評で、市にもご提案をいただきまし
た。
　早速「ふれあいバスで行く、とちぎの小
さな旅」として、パンフレットを用意して
宣伝しております。こうしたご利用もぜひ
ご検討ください。

ふれあいバスについて

栃木市長　鈴木俊美

新
た
な
地
域
自
治
制
度
基
本
構
想
（
素
案
）

　

本
市
で
は
、
地
域
の
声
を
行

政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

地
域
の
特
性
や
資
源
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
た

め
、
大
平
・
藤
岡
・
都
賀
・
西

方
地
域
に
地
域
自
治
区
を
設

置
し
て
い
ま

す
。
そ
の
設

置
期
間
は
、

平
成
27
年
３

月
末
ま
で
で

す
。

　

そ
こ
で
、

地
域
自
治
区

の
設
置
期
限

後
も
地
域
の

ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る

皆さん
の意見をお寄せください

　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

た
め
、「
新
た
な
地
域
自
治
制

度
基
本
構
想
」
の
策
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
想
（
素
案
）
に
対
す

る
皆
さ
ん
の
意
見
・
提
案
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限　

12
月
20
日（
金
）

必
着

◆
対
象
者

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方○
市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る

個
人
、
法
人
等

○
市
税
の
納
税
義
務
者

○
市
施
策
に
利
害
関
係
を
有
す

る
方

◆
資
料
の
閲
覧
場
所

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課
、
各

総
合
支
所
地
域
ま
ち
づ
く
り

課
、
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
本

庁
舎
３
階
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ◆
提
出
方
法

　

閲
覧
場
所
に
あ
る
提
出
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

《
直
接
提
出
》

地
域
ま
ち
づ

く
り
課
、
各
総
合
支
所
地
域
ま

ち
づ
く
り
課
（
受
付　

平
日
８

時
30
分
～
17
時
15
分
）

《
郵
送
》
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６

（
住
所
不
要
）
地
域
ま
ち
づ
く

り
課
あ
て

　市では、現在まちづく
りに必要な「栃木市都市
計画マスタープラン」の
策定を進めています。
　 栃 木 市 都 市 計 画 マ ス
タープランは、本市の特徴を生かしたまちづくりを行ううえで必
要となる土地利用や都市施設等に関する事項について基本的な方
向性を定めるものとなります。
　今回、計画案を作成したことから、皆さんの意見を募集します。
◆募集期限　12 月 20 日（金）必着
◆対象者　
　○市内在住・在勤・在学の方
　○市内に事業所等を有する個人・法人等
◆資料の閲覧場所　
　  都市計画課、  都市建設課、  都市建設課、  都市建設課、
　  産業建設課、市政情報センター（本庁舎 3 階）、市ホームペー
　ジ
◆提出方法
　閲覧場所にある意見書（市ホームページからダウンロードでき
　ます）に必要事項を記入の上、次のいずれかの方法で提出して
　ください。
　《直接提出》  都市計画課、  都市建設課、  都市建設課、
　  都市建設課、  産業建設課へ（受付　平日 8 時 30 分～ 17
　時 15 分）
　《郵送》〒 328-8686（住所不要） 都市計画課あて
　《ＦＡＸ》21-2616
　《メール》toshikei@city.tochigi.lg.jp
◆その他
　提出された意見等は後日公表します。（住所・氏名等は非公表）
　また、意見に対する個別回答はしません。

 都市計画課☎ 21 ‐ 2611

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
案
）
意
見
募
集

《
Ｆ
Ａ
Ｘ
》
21
‐
２
６
１
６

《
メ
ー
ル
》chiiki@

city.tochi
gi.lg.jp

◆
そ
の
他

　

提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日

公
表
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名

市
健
康
増
進
計
画
（
素
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
募
集

　

市
で
は
、「
栃
木
市
健
康
増

進
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

栃
木
市
健
康
増
進
計
画
は
、

市
民
が
健
や
か
で
心
豊
か
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
市
民
一
人
ひ
と

り
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
取

り
組
み
を
高
め
、
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
社
会

全
体
と
し
て
支
援
す
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
、「
健
康
寿
命

の
延
伸
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

同
素
案
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限

　

12
月
20
日
（
金
）
必
着

◆
対
象
者

○
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る

個
人
、
法
人
等

◆
資
料
の
閲
覧
場
所

 

健
康
増
進
課
、

 

健
康
福

祉
課
、

 

健
康
福
祉
課
、

 

健
康
福
祉
課
、

 

健
康
福
祉

課
、
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
本

庁
舎
３
階
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ◆
提
出
方
法

　

閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

《
直
接
提
出
》

 

健
康
増
進
課
、

 

健
康
福
祉
課
、

 

健
康
福

祉
課
、

 

健
康
福
祉
課
、

 

健
康
福
祉
課
（
受
付　

平
日
８

時
30
分
～
17
時
15
分
）

《
郵
送
》
〒
３
２
８
‐
０
０
２
７

今
泉
町
２
‐
１
‐
40
栃
木
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

健
康
増
進

課
あ
て

《
Ｆ
Ａ
Ｘ
》
25
‐
３
５
１
３

《
メ
ー
ル
》kenkou0

4
@

city.
tochigi.lg.jp

◆
そ
の
他

　

提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日

公
表
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名

等
は
非
公
表
）
ま
た
、
意
見
に

対
す
る
個
別
回
答
は
し
ま
せ

ん
。

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
２

等
は
非
公
開
）
ま
た
、
意
見
に

対
し
て
、
個
別
に
回
答
は
し
ま

せ
ん
。

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
２
４
７
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年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
の
収
集

【
ご
み
の
収
集
】　

ご
み
と
資
源

の
収
集
は
、「
収
集
日
カ
レ
ン

ダ
ー
」
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

確
認
の
う
え
、
指
定
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
し
尿
の
収
集
】　

し
尿
・
浄
化

槽
汚
泥
の
収
集
は
、
区
域
割
で

許
可
業
者
が
行
い
ま
す
。
住
ま

い
の
地
区
の
許
可
業
者
に
収
集

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
栃
木
地
域　

▽
（有）
栃
木
衛
生

実
行
社
☎
22
‐
０
６
６
１
▽

（有）

栃
木
興
業
☎
22
‐
１
２
７
４
▽

（有）
栃
北
興
業
☎
27
‐
５
３
３
６

○
大
平
地
域　

▽
（有）
大
環
舎
☎

43
‐
５
５
５
５

○
藤
岡
地
域　

▽
（有）
イ
イ
ヅ
カ

ク
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
☎
62
‐

２
５
３
７
▽

（有）
城
南
興
業
☎

０
２
８
３
‐
22
‐
１
９
９
９

○
都
賀
地
域　

▽
（有）
栃
北
興
業

☎
27
‐
５
３
３
６

○
西
方
地
域　

▽
（有）
栃
北
興
業

☎
27
‐
５
３
３
６

□
年
末
年
始
の
と
ち
ぎ
ク
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
ご
み
搬
入
の
受
入
れ

　

と
ち
ぎ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
の

ご
み
の
受
入
れ
は
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

▽
12
月
28
日
（
土
）
通
常
ど
お

り
（
８
時
30
分
～
16
時
30
分
）、

▽
29
日
（
日
）
受
け
入
れ
し
ま

せ
ん
▽
30
日
（
月
）
通
常
ど
お

り
▽
31
日
（
火
）
午
前
中
の
み

受
入
れ
（
８
時
30
分
～
12
時
）

▽
１
月
１
日（
水
）～
３
日（
金
）

受
け
入
れ
し
ま
せ
ん
▽
４
日

（
土
）　

通
常
ど
お
り

□
年
末
年
始
の
斎
場
業
務

　

12
月
31
日
（
火
）
ま
で
業
務

を
行
い
、
１
月
１
日
（
水
）、

２
日
（
木
）
は
休
み
と
な
り
ま

す
。

 

環
境
課 

☎
21
‐
２
６
０
２

年
末
年
始
等
に
は

　

自
動
交
付
機
の
利
用
を

　

年
末
年
始
や
土
曜
日
・
日
曜

日
、
祝
祭
日
に
「
住
民
票
の
写

し
」
又
は
「
印
鑑
登
録
証
明
書
」

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、「
市

役
所
本
庁
舎（
入
舟
町
）」と「
プ

ラ
ッ
ツ
お
お
ひ
ら
（
大
平
町
富

田
）」
に
設
置
し
て
あ
る
自
動

交
付
機
で
、
交
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

利
用
に
は
、「
暗
証
番
号
を

登
録
し
て
あ
る
印
鑑
登
録
証
」

又
は
「
自
動
交
付
機
の
利
用
登

録
済
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
」
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・

ス
ト
ア
（
現
在
、
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク
ル

Ｋ
サ
ン
ク
ス
で
対
応
）
で
も
、

「
住
民
票
の
写
し
」
と
「
印
鑑

登
録
証
明
書
」
の
交
付
が
で
き

ま
す
。（
別
途
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

＊
た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月

３
日
）
は
証
明
書
交
付
が
休
止

と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐２
１
４
７

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
０
９

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 
生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 
生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
６

家庭用生ごみ処理機設置費を補助
　生ごみの減量化を進めるた
め、生ごみをたい肥化するコ
ンポストや電気式生ごみ処理
機を購入する方へ補助金を交
付しています。
〇電気式生ごみ処理機
▽補助額　購入費の 2 分の 1
▽補助限度　上限 20,000 円

（1 世帯 1 基まで）
〇コンポスト容器、堆肥化促
進剤専用容器
▽補助額　購入費の 3 分の 2
▽補助限度　上限 5,000 円

（1 世帯 2 基まで）

　購入前に申請書等を取り寄
せ、提出してください。
　申請書等は  環境課、各
総合支所生活環境課にありま
す。その他詳細は随時下記へ。

 環境課 ☎ 21 ‐ 2601

▲電気式生ごみ処理機

▲コンポスト

広
報
と
ち
ぎ
１
月
号
は

12
月
26
日
発
行
で
す
！

　

広
報
と
ち
ぎ
は
原
則
毎

月
20
日
発
行
で
す
が
、
１

月
号
は
12
月
26
日
（
木
）

発
行
で
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

 
秘
書
広
報
課 

　
　
　

☎
21
‐
２
２
２
６

平
成
25
年
度
学
童
保
育

冬
休
み
利
用
申
込
受
付

　

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、

家
庭
で
の
保
護
指
導
を
受
け
ら

れ
な
い
児
童
を
対
象
に
、
冬
休

み
期
間
中
の
み
の
学
童
保
育
利

用
申
し
込
み
の
受
付
を
し
ま
す
。

※
現
在
学
童
保
育
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
改
め
て
申
し
込

む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象　

栃
中
央
小
、栃
三
小
、

栃
四
小
、
栃
五
小
、
南
小
、
大

宮
北
小
、
吹
上
小
、
大
平
・
藤

岡
・
都
賀
地
域
内
各
小
学
校
通

学
区
域
内
学
童
保
育

◆
定
員　

定
員
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
い
た

だ
い
て
も
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先　

11
月
25
日

（
月
）
～
12
月
６
日
（
金
）
に

左
記
へ
。

※
申
込
用
紙
は 

 

こ
ど
も
課
、

各
総
合
支
所
及
び
各
学
童
保
育

に
あ
り
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

 

こ
ど
も
課  　

☎
21
‐２
５
６
９

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 
健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
２

ま
た
は
各
学
童
保
育

物
品
購
入
等
業
者
登
録
の
お
知
ら
せ

　

市
が
発
注
す
る
物
品
等
の
納
入
、
業
務
委
託
の
受
注
を
希
望

さ
れ
る
方
は
名
簿
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
有
効
期
限
が
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、
今
回
の
申
請
は
不
要
で
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
、
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

①
物
品
購
入
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
、
１
回
あ
た
り

50
万
円
未
満
の
小
規
模
な
取
引
を
希
望
さ
れ
る
市
内
業
者
は
②

小
規
模
物
品
等
契
約
希
望
者
登
録
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
両

方
に
登
録
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

①
②
の
ど
ち
ら
に
申
請
に
す
れ
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
場

合
は
、
契
約
検
査
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
申
請
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
指
名
を
約
束

す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

①
物
品
購
入
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
方
）

　

こ
の
制
度
は
、
事
務
機
器
、
車
両
、
建
設
資
材
な
ど
の
物
品

の
納
入
、
施
設
の
保
守
点
検
、
運
送
な
ど
の
業
務
委
託
の
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
方
の
登
録
制
度
で
す
。

■
申
請
受
付
期
間　

12
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）（
閉
庁

日
を
除
く
）

■
提
出
書
類
等　

申
請
書
類
等
一
式
、
税
の
証
明
書
及
び
法
人

登
記
の
写
し
な
ど

※
提
出
要
領
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
等
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
契
約
検
査
課
で
配

布
も
し
て
い
ま
す
）

■
申
請
方
法　

契
約
検
査
課
に
郵
送
（
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６

／
住
所
不
要
）
又
は
持
参

◆
登
録
有
効
期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31

日②
小
規
模
物
品
等
契
約
希
望
者
登
録
（
１
回
あ
た
り
50
万
円
未

満
の
小
規
模
な
物
品
の
納
入
等
を
希
望
す
る
市
内
業
者
限
定
の

登
録
制
度
）

　

①
と
の
違
い
は
、
１
回
あ
た
り
の
取
引
金
額
が
50
万
円
未
満

に
限
ら
れ
、
入
札
に
な
る
よ
う
な
比
較
的
規
模
の
大
き
い
取
引

は
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
少
額
の
事
務
用
品
、
会
議
用
の
飲

物
、
給
食
の
食
材
の
納
品
な
ど
を
行
う
事
業
者
向
け
の
制
度
で

す
。
ま
た
、
提
出
書
類
が
①
と
比
べ
て
少
な
く
、
次
回
以
降
の

継
続
申
請
は
、
原
則
、
市
税
の
完
納
証
明
書
の
み
の
提
出
で
済

む
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間　

随
時
受
付

■
提
出
書
類
等　

申
請
書
類
等
一
式
（
２
枚
程
度
）、
市
税
の

完
納
証
明
書
（
申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
及
び
契

約
検
査
課
で
配
布
中
）

■
申
請
方
法　

契
約
検
査
課
に
郵
送
（
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６

／
住
所
不
要
）
又
は
持
参

◆
登
録
有
効
期
間　

申
請
受
理
決
定
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

 

契
約
検
査
課 

☎
21
‐
２
４
１
２
、２
４
２
６

建
設
工
事
等
入
札
参
加
者

　
　

資
格
審
査
申
請
受
付

　

平
成
26
年
度
中
に
市
が
行
う

建
設
工
事
及
び
測
量
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
の
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
請

受
付
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
期
間　

平
成
26
年
１
月

14
日
（
火
）
～
27
日
（
月
）

■
条
件
・
提
出
書
類
等

　

詳
し
く
は
、
12
月
上
旬
か
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

提
出
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
提
出
要
領
、
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
等
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。（
契
約
検
査
課
で
配

布
も
し
て
い
ま
す
）

■
提
出
方
法　

郵
送
（
直
接
提

出
も
可
）

■
提
出
先　

〒
３
２
８
‐
８
６

８
６　

契
約
検
査
課
（
住
所
不

要
）

 

契
約
検
査
課 

☎
21
‐
２
４

１
２
、２
４
２
６

学
校
給
食
用
物
資

　
　

納
入
指
定
希
望
申
請

　

栃
木
地
域
内
各
給
食
共
同
調

理
場
（
９
か
所
）
で
使
用
す
る

物
資
の
納
入
は
、
公
正
・
公
平

性
を
期
す
る
た
め
、
青
果
物
、

鮮
魚
、
食
肉
、

豆
腐
・
こ
ん

に
ゃ
く
お
よ

び
麺
類
の
納

入
業
者
に
つ
い
て
、
す
べ
て
指

定
希
望
申
請
書
を
提
出
し
た
業

者
の
中
か
ら
選
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

業
者
選
定
は
、
申
請
書
の
内

容
や
各
調
理
場
の
評
価
表
、
調

査
等
か
ら
、
物
資
の
安
全
性
、

品
質
、
安
定
供
給
、
価
格
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
し

ま
す
。

◆
対
象　

▽
原
則
、
市
内
に
主

た
る
事
業
所
を
有
し
、
物
資
を

納
入
で
き
る
方
▽
市
物
品
購
入

等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
及

び
小
規
模
等
契
約
希
望
者
登
録

（
市
内
本
店
業
者
の
み
）
の
手

続
き
を
済
ま
せ
た
方

◆
指
定
期
間　

平
成
26
年
度
１

年
間

◆
申
請
期
間　

平
成
26
年
１
月

６
日
（
月
）
～
15
日
（
水
）
の

９
時
～
17
時
（
土
日
・
祝
日
除

く
）

※
指
定
希
望
申
請
書
は
学
校
教

育
課
に
あ
り
ま
す
。
現
在
各
調

理
場
へ
納
入
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
別
途
申
請
書
を
配
布
し
ま

す
。

 

学
校
教
育
課 

☎
21
‐２
７
２
６

揚
水
施
設
の
届
出
に
つ
い
て

　

栃
木
県
生
活
環
境
の
保
全
等

に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
市
内

の
大
平
・
藤
岡
地
域
に
お
い
て

一
定
規
模
以
上
の
揚
水
施
設
を

設
置
し
て
い
る
方
、
又
は
設
置

し
よ
う
と
す
る
方
は
、
届
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
へ

 

環
境
課 

☎
21
‐
２
６
０
２
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特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査
を
受
け
よ
う

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

中新井　淑子
（西方町金崎）

大瀧　スイ
（藤岡町富吉）

齋藤　ま津
（大平町富田）

黒川　トラ
（平柳町）

西海　光枝
（入舟町）

五月女　ヨネ
（西方町元）

石川　キク
（藤岡町藤岡）

山田　シマ
（大平町西山田）

熊倉　フサ
（星野町）

鶴見　モト
（小平町）

小堀　シゲ
（万町）

落合　トミ
（西方町真名子）

福地　貢次
（藤岡町藤岡）

富田　フサ
（大平町下皆川）

吉田　ふさゑ
（田村町）

毛塚　モト
（泉町）

片山　トク
（河合町）

牛久　ムメヨ
（富士見町）

田中　フサ
（藤岡町藤岡）

河田　シマ
（大平町榎本）

島田　トミ
（田村町）

三ツ橋　ワカ
（都賀町合戦場）

鈴木　タカ
（大平町西水代）

永井　ハナ
（田村町）

　

敬
老
の
日
を
記
念
し
、
今
年
度

１
０
０
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
に
、

祝
詞
と
敬
老
祝
金
を
贈
り
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。　
　
　
（
敬
称
略
）

 

高
齢
福
祉
課

 

☎
21
‐
２
５
２
１

渡部　キミ
（大宮町）

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
は
、

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま

で
大
切
に
保
管
を
！

★
特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

特
定
健
康
診
査
（
国
民
健
康

保
険
加
入
者
）、健
康
診
査
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
（
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
心

臓
病
・
高
脂
血
症
な
ど
）
の
発

症
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
健
康
診

査
に
よ
る
健
康
管
理
が
必
要
で

す
。
毎
年
受
診
し
て
、
健
診
結

果
の
変
化
を
参
考
に
生
活
習
慣

を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
ま
だ
受
診
を
し
て
い

な
い
方
は
、
平
成
26
年
１
月
31

日
ま
で
に
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
集
団
健
診
を
受
け

る
場
合
は
、

 

健
康
増
進
課
、

又
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

へ
、
個
人
健
診
の
場
合
に
は
、

直
接
指
定
の
医
療
機
関
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
５
月
に
受
診
券
を
該
当

す
る
方
に
送
付
し
て
い
ま
す

が
、
お
手
元
に
な
け
れ
ば
、
再

度
送
付
し
ま
す
。

 

保
険
医

療
課
、
又
は
各
総
合
支
所
生
活

環
境
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
特
定
健
康
診
査
】

　

特
定
健
康
診
査
は
、
生
活
習

慣
病
の
前
段
階
で
あ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
発
見

す
る
た
め
の
検
査
で
、
該
当
者

と
予
備
群
と
な
る
方
を
早
期
に

発
見
し
、
生
活
習
慣
改
善
の
た

め
の
指
導
（
特
定
保
健
指
導
）

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

試行運行の
実施状況

　市民の皆さんの通勤・通学・通院・買い物などの日
常生活の足を確保するとともに、新生栃木市の一体的
なまちづくりを推進するため、「蔵タク」及び「ふれ
あいバス」の試行運行を実施していますので、7 ～ 9

月分の利用実績をお知らせします。
　

蔵
タ
ク
及
び
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
平

成
25
年
度
末
ま
で
の
試
行
運
行
期
間
中

に
、
利
用
状
況
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
・
要
望
を
踏
ま
え
て
運
行
内
容
の
見

直
し
・
改
善
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
、ふ
れ
あ
い
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

平
均
乗
車
密
度
が
常
時
１
・
０
を
下
回

る
場
合
は
、
廃
止
も
含
め
て
見
直
し
を

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
日

常
生
活
や
市
内
散
策
の
足
と
し
て
、
ど

う
ぞ
利
用
く
だ
さ
い
。

 

交
通
防
犯
課 

☎
21
‐
２
１
７
０

◎蔵タク
利用登録者数（人）
実績値

（9 月末現在） 12,978

1 日平均利用者数（人 / 日）
実績値

（7 ～ 9 月平均） 231.4

◎ふれあいバス
                項　目

路線名

1 日平均利用者数
（人 / 日）

平均乗
車密度※

７～９月7 ～ 9 月平均
寺尾線 115.2 1.7
市街地循環線 54.1 1.3
市街地北部循環線 95.6 2.7
部屋線 108.3 1.7
真名子線 48.9 0.9
金崎線 17.8 0.7
大宮国府線 22.0 0.6
皆川樋ノ口線 28.4 0.6
藤岡線 38.8 0.5
※平均乗車密度：始点から終点まで平均して常時バスに
乗っている人数のことをいいます。

蔵タク＆ふれあいバス

ま
す
。

◆
対
象　

40
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

【
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
】

　

健
康
診
査
は
、
後
期
高
齢
者

の
保
持
・
増
進
の
た
め
に
生
活

習
慣
病
や
予
備
軍
を
早
期
に
発

見
し
、
早
期
治
療
や
予
防
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

◆
対
象　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者

※
受
診
の
際
は
受
診
券
と
被
保

険
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
受
診
券
に
関
す
る
こ
と

①
特
定
健
康
診
査

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
１

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 
生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 
生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

②
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
４

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

○
受
診
方
法
・
予
約
に
関
す
る

こ
と

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１

10
月
分
か
ら
の
年
金
額
改
定

　

９
月
分
ま
で
の
年
金
額
は
、

過
去
に
物
価
が
下
落
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
年
金
額
を
据
え

置
い
た
こ
と
で
、
本
来
の
水
準

よ
り
も
２
・
５
％
高
い
水
準（
特

例
水
準
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
法
律
改
正
で
、

平
成
25
年
10
月
、
平
成
26
年
４

月
及
び
平
成
27
年
４
月
に
段
階

的
に
特
例
水
準
を
解
消
。
年
金

財
政
の
改
善
を
図
り
、
将
来
の

受
給
者
と
な
る
若
い
世
代
に
も

考
慮
し
て
、
世
代
間
の
公
平
を

図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
10
月
分
（
平
成
25

年
12
月
振
込
分
）
か
ら
の
年
金

は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
年

金
額
か
ら
マ
イ
ナ
ス
１
・
０
％

の
改
定
と
な
り
ま
す
。
12
月
４

日
以
降
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

順
次
、
年
金
額
改
定
通
知
書
が

発
送
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
解
消

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成
26

年
４
月
マ
イ
ナ
ス
１
・
０
％
、

平
成
27
年
４
月
マ
イ
ナ
ス
０
・

５
％
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
先　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
の
際
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
で
、
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
に
は
、
納
付
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
１
月
か
ら

９
月
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か

ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
12
月
ま
で

の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族

あ
て
の
控
除
証
明
書
を
添
付
の

う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０
‐
０
７
０

‐
１
１
７

　
「
温
故
知
新
市
」
は
、
休
み
ま

し
た
。

ル
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５
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日時 場所
　12 月   4 日（水）
　　　　　　10:00 ～ 12:00 市厚生センター（旭町）

　12 月   4 日（水）
　　　　　　10:00 ～ 12:00

藤岡公民館
（藤岡町藤岡）

　12 月   5 日（木）
　　　　　　10:00 ～ 12:00 大平隣保館  （大平町新）

　12 月 10 日（火）
　　　　　　  9:30 ～ 11:30

都賀老人憩いの家
（都賀町原宿）

　12 月 10 日（火） 
　　　　　　13:00 ～ 15:00

西方保健センター
（西方町本城）

人権週間 12 月 4 日（水）～
10 日（火）

12 月 10 日は「人権デー」
　「人権デー」とは、1948 年 12 月 10 日「世界人権
宣言」の採択を記念して国連が定めた、世界的な記念
日です。日本では人権デーを最終日とする 1 週間（12
月４日～ 10 日）を人権週間とし、人権尊重思想の普
及高揚のための啓発活動を全国的に展開しています。
　本市でも、街頭啓発や特設相談、講演会などを通じ、
人権尊重思想への理解をよりいっそう深めていただけ
るよう、重点的に活動しています。
人権特設相談
　人権週間の期間中、市では各地域に特設相談所を設
け、人権に関する様々な相談に人権擁護委員が対応し
ます。予約は不要です。どうぞお気軽に相談ください。

 人権 ･ 男女共同参画課 ☎ 24-0351

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、

９
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

◆
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
◆

　

飼
い
主
に
は
動
物
が
そ
の
命
を
終
え
る
ま
で
適
切
に
飼
養

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
最
後
ま
で
愛
情
を
持
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
動
物
取
扱
業
者
は
、
販
売
が
困
難
に
な
っ
た
動
物

を
む
や
み
に
処
分
で
き
ま
せ
ん
。
終
生
飼
養
を
お
願
い
し
ま

す
。
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
終
生
飼
養
を
明
確
に
し

た
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
や
病
気
を
理
由
と
し
て
の
引
取
り
等

の
拒
否
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
動
物
取
扱
業
者
関
連
事
項
や
愛
護
動
物
を
み

だ
り
に
傷
つ
け
た
場
合
の
罰
則
強
化
な
ど
の
変
更
が
あ
り
ま

し
た
。

　

詳
し
く
は
、環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
下
記
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
正
し
い
犬
猫
の
飼
い
方
◆

　

あ
な
た
の
大
切
な
犬
や
猫
は
周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま

せ
ん
か
？
犬
の
散
歩
で
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
処
分
す
る

な
ど
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
犬
や
猫
を
正
し
く
飼
い
ま

し
ょ
う
。

・
散
歩
の
と
き
は
リ
ー
ド
を
付
け
る
。

・
散
歩
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
る
。
お
し
っ
こ
を
ひ
っ
か
け

　

た
後
に
は
水
を
か
け
る
。

・
ノ
ラ
猫
に
エ
サ
を
や
る
と
き
は
き
ち
ん
と
飼
う
。
飼
わ
な

　

い
と
き
は
エ
サ
を
や
ら
な
い
。

・
猫
の
放
し
飼
い
で
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。（
で
き
る

　

だ
け
敷
地
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
）

・
犬
や
猫
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
む
や
み
に
捨
て
な
い
。

　

避
妊
が
大
切
で
す
。

環境省ホームページ
http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/index.html

 

環
境
課       

☎
21
‐
２
６
０
１

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
１

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
８

動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
‐
６
８
４
‐
５
４
５
８

年
末
・
年
始
の
火
の
用
心

　

寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
空
気

が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

年
末
年
始
を
迎
え
る
に
あ
た

り
何
か
と
せ
わ
し
な
く
、
火
の

取
扱
い
も
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て

し
ま
い
火
災
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
８
件
、
今
年
１
月

３
件
の
計
12
件
の
火
災
が
発
生

年
末
の
交
通
安
全
運
動

　
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な
た

が
主
役
で
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で

住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
た
め
、
交

通
安
全
運
動

を
実
施
し
ま

す
。

◆
期
間　

12
月
11
日
（
水
）
～

31
日
（
火
）

　

交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通

事
故
「
０
」
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
！

 

交
通
防
犯
課 

☎
21
‐
２
１
４
１

図
書
館
貸
出
カ
ー
ド
更
新

　

図
書
館
の
貸
出
カ
ー
ド
は
、

３
年
ご
と
に
更
新
に
な
り
ま

す
。

　

該
当
さ
れ
る

方
は
、
図
書
館

で
案
内
し
ま
す

の
で
、
更
新
手

続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
登
録
内
容
（
住
所
・
氏
名
な

ど
）
に
変
更
が
あ
る
方
は
、
免

許
証
な
ど
の
証
明
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課 

☎
43
‐
９
２
１
８

警察からの
お知らせ

★
犯
罪
被
害
給
付
制
度
を

                        

ご
存
知
で
す
か

　

人
の
生
命
身
体
を
害
す
る
罪

に
当
た
る
行
為
に
よ
り
不
慮
の

死
を
遂
げ
た
方
の
遺
族
、
重
大

な
負
傷
又
は
疾
病
を
受
け
た
被

害
者
に
対
し
て
、
国
が
犯
罪
被

害
者
等
給
付
金
を
支
給
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
警
察
署
に
相
談

く
だ
さ
い
。

栃
木
警
察
署
☎
25
‐
０
１
１
０

★
「
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

と
ち
ぎ
」
利
用
を

　

犯
罪
等
の
被
害
者
及
び
そ
の

家
族
・
遺
族
に
対
し
て
、
精
神

的
ケ
ア
を
行
う
と
と
も
に
、
社

　

12
月
は
『
市
税
等
徴
収
強
化

月
間
』
と
し
て
、
徴
収
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

滞
納
が
あ
る
方
は
、
す
み
や

特
別
巡
回
徴
収
を
実
施
し
ま
す

か
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
や
相
談
等
が
な

い
場
合
に
は
、
12
月
中
に
市
職

員
が
徴
収
の
た
め
訪
問
し
ま

す
。

　

再
三
の
催
告
や
訪
問
に
よ
る

徴
収
に
も
応
じ
な
い
場
合
、
法

令
に
基
づ
く
財
産
の
滞
納
処
分

（
差
押
・
公
売
な
ど
）
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
分
割
納
付
の
方
法

も
あ
り
ま
す
の
で
、
納
税
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
内
で
の
納
付
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

収
税
課 　

☎
21
‐
２
１
３
１

 

税
務
課 　

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課 　

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課 　

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

　
　
　

         

☎
92
‐
０
３
０
４

建
物
の
新
築
・
増
築
・

　
　

滅
失
連
絡
の
お
願
い

　

固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税

は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
、
課
税
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
中
に
建
物
を
新

築
・
増
築
・
滅
失
（
取
り
壊

し
）
を
し
た
場
合
に
は
、
平
成

26
年
度
の
税
額
が
変
更
に
な
り

ま
す
。
建
物
の
不
動
産
登
記
を

変
更
し
て
い
な
い
場
合
や
不
動

産
登
記
を
し
て
い
な
い
建
物
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
所
在

す
る
地
域
の
資
産
税
担
当
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。

 

資
産
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
７

 

税
務
課 　

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課 　

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課　

 

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

　
　
　
　
　

  

☎
92
‐
０
３
０
５

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　
12
月
の
定
例
教
育
委
員

会
を
12
月
16
日
（
月
）
14

時
か
ら
吹
上
公
民
館
（
吹

上
町
）
で
開
催
し
ま
す
。

 
教
育
総
務
課☎

21
‐
２
７
１
１

　

子
ど
も
の
進
む
先
の
障

害
物
を
先
回
り
し
て
ど
け
た

り
、
一
挙
一
動
に
あ
れ
こ
れ

指
示
を
し
た
り
す
る
の
で
は

な
く
、
で
き
る
だ
け
子
ど
も

の
力
を
信
頼
し
、
子
ど
も
の

や
る
こ
と
を
見
守
り
、
力
付

け
ま
し
ょ
う
。

　

あ
れ
こ
れ
し
な
い
で
見

守
る
こ
と

は
、
モ
ノ

を
買
っ
て

や
っ
た
り

何
か
を
し

て
や
っ
た

り
す
る
よ
り
は
、
ず
っ
と
難

し
く
愛
情
が
い
る
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
親
は
自
分
が
子

ど
も
の
た
め
に
考
え
た
こ
と

は
正
し
い
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
思
い
や

考
え
を
押
し
付
け
る
の
で
は

な
く
、「
あ
な
た
は
ど
う
思

う
の
？
」
と
ま
ず
子
ど
も
の

言
い
分
を
じ
っ
く
り
聞
き
、

子
ど
も
の
気
持
ち
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
て
か
ら
「
自
分

は
こ
う
思
う
ん
だ
が
」
と
、

一
緒
に
学
ぶ
姿
勢
が
大
切
で

す
。

（
文
科
省
・
家
庭
教
育
手
帳

よ
り
）

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
１

会
全
体
の
被
害
者
支
援
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
被

害
の
回
復
や
軽
減
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
民
間
被
害
者

支
援
団
体
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
へ
の
相
談
や
直

接
支
援
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

被
害
者
相
談
専
用
☎
０
２
８
‐

６
４
３
‐
３
９
４
０

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、
心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ

ら
れ
、
９
月
30
日
現
在
、
総
額

は
８
６
，
１
３
１
，
７
３
６
円

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま

す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

  
福
祉
に
対
す
る
寄
付
を

  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

　

９
月
11
日
、
市
内
在
住
の
田

村
門
一
様
（
写
真
㊧
）
よ
り
、

「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
意
思
で

寄
付
金
を
い
た
だ
き
、
市
か
ら

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

ま
す
。　
　
　（

順
不
同
、
敬
称
略
）

　

石
川　

猛
、
栃
木
市
チ
ャ
レ

ン
ジ
母
親
ク
ラ
ブ
子
ど
も
用
品

リ
サ
イ
ク
ル
有
志
一
同
、
婦
連

努
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
、
栃
木
西

中
学
校
生
徒
会
、
サ
イ
ト
ウ
イ

サ
オ

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
３

　

消
す
ま
で
は

心
の
警
戒

　
　
　
　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ロ
や
暖
房
器
等
の
取
扱

い
、
た
き
火
を
行
う
際
に
は
消

火
器
具
を
準
備
す
る
な
ど
火
の

取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

市
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐

０
１
１
９
（
代
）

　

今
後
、
寄
付
金
を
活
用
し
、

市
内
公
立
の
各
高
齢
者
福
祉
施

設
に
、
利
用
者
か
ら
要
望
の
高

い
「
電
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
」
を

配
置
す
る
予
定
で
す
。

　

ご
寄
付
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
３
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平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。
期
限
が
過
ぎ
た
場
合
は
、
切
手
を
貼
っ
て
投
函
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

募集「市長へのアイデア直通便」
～あなたが創造する “ 未来都市 ” とちぎ～

　

栃
木
市
の
未
来

は
こ
う
な
っ
て
い

て
ほ
し
い
！
皆
さ

ん
が
日
ご
ろ
か
ら

考
え
て
い
る
こ

と
、
ふ
と
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
の
未
来
に

つ
な
が
る
「
こ
う

す
れ
ば
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
」
と
い

う
ア
イ
デ
ア
や
提

案
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

方
法
は
、
封
書

（
下
記
）
を
切
り

取
り
、
あ
な
た
の

ア
イ
デ
ア
を
書
い

て
の
り
付
け
し
、
投
函
く
だ
さ

い
。
市
販
の
は
が
き
や
封
書
を

利
用
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
提
案

は
、
市
長
が
直
接
目
を
通
し
、

身
近
な
施
策
や
新
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
。

◎
取
扱
い

・
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ

ア
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
提
案

を
広
報
と
ち
ぎ
で
紹
介
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

・
提
案
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

県
や
国
な
ど
の
ほ
か
の
機
関
に

引
き
継
ぐ
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
回
答
は
し
ま

せ
ん
。
喫
緊
の
課
題
や
意
見
、

提
案
は
、
市
政
メ
ー
ル
箱
等
を

利
用
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
「
市
長
へ
の
ア
イ
デ
ア

直
通
便
」
は
有
効
期
限
が
平
成

26
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
で

す
。
期
限
が
過
ぎ
た
場
合
は
、

切
手
を
貼
っ
て
投
函
し
て
い
た

だ
く
か
、
市
役
所
や
各
総
合
支

所
に
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

秘
書
広
報
課 

☎
21
‐２
２
２
５

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

　

胃
腸
炎
を
予
防
し
よ
う
！

　

外
出
か
ら
帰
宅
し
た
時
・
ト

イ
レ
の
使
用
後
・
調
理
や
食
事

の
前
な
ど
に
は
、
石
け
ん
を
使

用
し
て
、
指
先
・
指
の
間
・
爪
・

手
首
ま
で
し
っ
か
り
と
手
洗
い

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

２
．
お
う
吐
物
や
排
泄
物
は
適

切
に
処
理
す
る
こ
と

　

胃
腸
炎
患
者
の
ふ
ん
便
や
お

う
吐
物
に
は
、
大
量
の
ウ
イ
ル

ス
が
排
出
さ
れ
ま
す
。
お
う
吐

物
・
排
泄
物
（
お
む
つ
を
含
む
）

を
処
理
す
る
場
合
、
汚
物
を
処

理
し
た
人
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
な
い
よ
う
に
、
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
を
事
前
に
し
っ
か
り
と
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

３
．
清
潔
さ
を
保
つ

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が

強
い
た
め
、
人
の
手
な
ど
を
介

し
て
ド
ア
ノ
ブ
や
ト
イ
レ
の
便

座
及
び
調
理
器
具
な
ど
様
々
な

環
境
に
付
着
し
て
、
人
へ
の
感

染
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
環
境
の
消

政
治
活
動
用
立
札
及
び

看
板
の
類
の
証
票
の
更
新

　

現
在
交
付
し
て
い
る
「
証

票
」
の
有
効
期
限
は
12
月
31
日

で
す
。
１
月
１
日
以
降
も
掲
示

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
更
新
の

申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
新

規
に
掲
示
を
希
望
す
る
場
合
も

申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
現
在
証
票
を
交
付
し

て
い
る
候
補
者
、
後
援
団
体
等

に
は
個
別
に
通
知
を
送
り
ま
す
。

◆
申
請
期
間　

12
月
３
日（
火
）

～
27
日
（
金
）

◆
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
室
（
入
舟
町
）

◆
対
象　

公
職
に
あ
る
者
、
公

職
の
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る

者
及
び
そ
れ
ら
の
後
援
団
体

　

申
請
書
の
記
入
方
法
な
ど
の

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に
協
力
を

　

工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日

現
在
で
行
い
ま
す
。
12
月
か
ら

来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が

伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
製
造

業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
に
、
活
動
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
結

果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
な
ど
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

　
　
　
　

調
査
に
協
力
を

　

地
域
の
課
題
や
高
齢
者
の
生

活
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
第
６
期
栃
木

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る

際
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◆
対
象
者　

市
内
の
65
歳
以
上

の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
５
千

人
を
選
び
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆
調
査
方
法　

郵
送
で
調
査
票

を
発
送
、
回
収
し
ま
す
。

 
高
齢
福
祉
課 

☎
21
‐２
６
０
８

毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど

抵
抗
力
の
弱
い
方
は
、
加
熱
が

必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で

し
っ
か
り
加
熱
し
て
食
べ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
生
鮮
食
品
や

調
理
器
具
は
十
分
に
洗
浄
・
殺

菌
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
最
近
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
同

様
の
サ
ポ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
性
胃
腸
炎
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に

も
、
手
洗
い
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

☆
感
染
症
予
防
の
基
本
は
、
適

切
な
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行
・

せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
日
ご
ろ
か

ら
の
体
調
管
理
で
す
。
し
っ
か

り
と
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

◆
問
合
先

健
康
増
進
課
☎
25
‐
３
５
１
１

大
健
康
福
祉
課
☎
45
‐
１
７
８
８

藤
健
康
福
祉
課
☎
62
‐
０
９
０
４

都
健
康
福
祉
課
☎
29
‐
１
１
０
３

西
健
康
福
祉
課
☎
92
‐
０
３
１
１

詳
細
は
、
直
接
問
合
先
へ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
21
‐
２
６
３
１

な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

総
合
政
策
課 

☎
21
‐２
４
０
５

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
は
、
冬
場

か
ら
春
先
に
か
け
て
流
行
期
と

な
り
ま
す
。

●
感
染
経
路
・
症
状

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
手
指
や

食
品
を
介
し
て
経
口
感
染
し
、

ヒ
ト
の
腸
管
で
増
殖
し
、
お
う

吐
・
下
痢
・
腹
痛
な
ど
を
引
き

起
し
ま
す
。

　

健
康
な
方
は
軽
症
で
回
復
し

ま
す
が
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
は
、
重
症
化
し
た
り
、
お
う

吐
物
が
誤
っ
て
気
道
に
詰
ま
っ

て
し
ま
い
死
亡
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
治
療

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
な
く
、
ま

た
治
療
も
輸
液
な
ど
の
対
症
療

法
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
予
防

１
．
手
洗
い
の
励
行
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本＝本庁
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所

相談業務のご案内
　相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
　住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

　

無
料
商
法
と

は
、｢

無
料
で

閲
覧｣

｢

無
料

体
験｣

｢

無
料

サ
ー
ビ
ス｣

な

ど
「
無
料
」
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
勧
誘
す
る
手
口
で

す
。

　

例
え
ば
、
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ゲ
ー
ム
が

無
料
で
出
来
る
サ
イ
ト
と
称

し
、
結
果
的
に
有
料
の
ア
イ

テ
ム
や
ポ
イ
ン
ト
購
入
が
必

要
に
な
り
、
後
日
高
額
な
請

求
を
受
け
た
り
、
ま
た
、
健

康
治
療
器
の
無
料
体
験
が
で

き
る
な
ど
と
勧
誘
を
受
け
、

空
き
店
舗
な
ど
の
閉
鎖
的
な

会
場
に
呼
び
込
ま
れ
、
最
終

的
に
は
高
額
な
商
品
を
買
わ

さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
無
料
バ
ス
旅

行
に
当
選
し
た
が
、
そ
の
旅

程
に
高
額
な
商
品
購
入
の
商

業
施
設
が
組
み
込
ま
れ
て
い

る
な
ど
様
々
な
事
例
が
あ
り

ま
す
。

　

消
費
者
は｢

無
料｣

と
い

無
料
商
法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

う
言
葉
に
弱
い
も
の
で
す
。

無
料
商
法
の
対
処
方
法
と
し

て
①
「
無
料
」
の
言
葉
に
は

警
戒
し
て
慎
重
に
行
動
す
る

よ
う
心
が
け
る
。
②
「
今
だ

け
お
得
」「
あ
な
た
だ
け
特

別
」
な
ど
の
言
葉
を
安
易
に

信
用
し
な
い
。

　
「
無
料
」
の
裏
に
思
わ
ぬ

落
と
し
穴
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
、
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ

出
町 

☎
23
‐
８
８
９
９
）

相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

12/13（金）27（金）
10:00 ～ 12:00

本庁舎／ 本 市民生活課
☎ 21‐2144

  1/16（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611 ／ 0120‐46‐7830

12/16（月）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62 ‐ 0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） 12/13（金）27（金）
10:00 ～ 12:00 本庁舎／ 本 市民生活課

☎ 21‐2144〇宅地建物相談（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

12/13（金）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

12/10（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／ 大  生活環境課
☎ 43‐9211

12/18（水）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター / 西 生活環境課
☎ 92‐0308

12/24（火）
９:30 ～ 11:30

老人憩いの家／ 都 生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁舎／ 本 市民生活課
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 12/10（火）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611 ／ 0120‐46‐7830

○外国人相談 12/21（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館
☎ 43‐6611 ／ 0120‐46‐7830

○行政相談 12/10（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62‐0903

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

大平隣保館☎ 43‐6611／ 0120‐46‐7830
厚生センター☎ 24‐2444
市民会館／人権・男女共同参画課 ☎ 24‐0351

12/ ４（水）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／人権・男女共同参画課
☎ 24‐0351

○いじめ相談電話（土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX）

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／ 本 こども課
☎ 21‐2513

○就労支援相談（事前に要予約）
　（35 歳以下の就労相談）

毎週月曜日（祝日を除く）

13:00 ～ 21:00
栃木勤労青少年ホーム／栃木勤労青少年
ホーム　☎ 22‐3113

掲載の際は氏名は公表しません広報紙に掲載してよろしいですか【はい・いいえ】どちらかを○で囲んでください。

平
成
25
年
度
第
２
回

　
　
　

消
防
設
備
士
試
験

◆
平
成
26
年
２
月
16
日
（
日
）

◆
場
所　

宇
都
宮
工
業
高
等
学

校
（
宇
都
宮
市
雀
宮
町
）

◆
願
書
の
申
請
方
法
▽
電
子
申

請　

11
月
29
日
（
金
）
～
12
月

10
日
（
火
）
▽
書
面
申
請　

12

月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

◆
試
験
種
類　

▽
甲
種（
特
類
・

第
１
類
～
第
５
類
）
資
格
が
必

要
▽
乙
種（
第
１
類
～
第
７
類
）

資
格
の
制
限
な
し

◆
問
合
先　
（
財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
栃
木
県
支
部
☎

０
２
８
‐
６
２
４
‐
１
０
２
２

市
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐

０
１
１
９
（
代
）

栃
木
市
の
未
来
は
こ
う
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
！
み
な
さ
ま
が
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
、
ふ
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
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書
初
め
席
書
大
会

◆
日
時　

１
月
６
日
（
月
）
10

時
～
11
時

◆
場
所　

大
平
隣
保
館
（
大
平

町
新
）

◆
対
象　

市
内
在
住
児
童
、
生

徒
30
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

課
題　

幼
児
「
好
き

な
平
仮
名
１
字
」
／
小
1
「
あ

い
」
／
小
2
「
な
か
ま
」
／
小

　

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！　

お
土
産
も
あ
る

よ
！ 厚

生
セ
ン
タ
ー
冬
休
み
交
流
事
業

ク
リ
ス
マ
ス
手
作
り
ケ
ー
キ
教
室

　

親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
♪

　

子
ど
も
楽
習
教
室
と
食
育
体

験
学
習
事
業
を
合
わ
せ
て
、
親

子
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作

り
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
23
日
（
月
・
祝
）

９
時
～
12
時

◆
場
所　

都
賀

公
民
館
（
都
賀

町
原
宿
）

◆
対
象　

市
内

小
学
生
と
保
護
者
（
幼
児
は
要

相
談
）

◆
定
員　

40
家
族
（
先
着
順
、

初
回
の
方
優
先
）

◆
内
容　

生
ク
リ
ー
ム
作
製
・

ケ
ー
キ
飾
り
付
け

◆
費
用　

千
円
／
家
族
（
ケ
ー

キ
１
個
）

◆
持
ち
物　

ケ
ー
キ
飾
り
付
け

の
食
材
（
イ
チ
ゴ
は
用
意
済
）・

泡
だ
て
器（
で
き
れ
ば
電
動
式
）

・
ス
テ
ン
レ
ス
製
ボ
ウ
ル

◆
講
師　

都
賀
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
会　
「
ら
っ
こ
っ
こ

く
ら
ぶ
」

◆
申
込　

12
月
２
日
（
月
）
～

９
日
（
月
）
に
参
加
料
を
添
え

て
直
接
都
賀
公
民
館
（
☎
27
‐

５
０
５
０
）
へ

味
噌
づ
く
り
＆
手
作
り
味
噌
販
売

　

西
方
産
米
、
西
方
産
大
豆
を

使
っ
て
味
噌
づ
く
り
を
し
ま
せ

ん
か
？　

◆
日
時　

11
月
下
旬
～
3
月
上

旬　

８
時
～
12
時
又
は
13
時
～

17
時

◆
場
所　

西
方
農
村
婦
人
の
家

（
西
方
町
元
）
又
は
真
名
子
農

産
物
加
工
所（
西
方
町
真
名
子
）

◆
内
容　

西
方
町
農
産
物
加
工

組
合
の
指
導
で
、
3
日
間
の
工

程
で
安
全
・
安
心
で
美
味
し
い

味
噌
を
手
づ
く
り
し
ま
す
。
ま

た
、
完
成
品
の
味
噌
の
販
売
も

あ
り
ま
す
。

◆
申
込　

受
付
中
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
可
）

◆
問
合
先　

西
方
町
農
産
物

加
工
組
合
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐

０
８
５
５

◆
日
時　

12
月
26
日
（
木
）
10

時
30
分
～
14
時

◆
場
所　

厚
生
セ
ン
タ
ー
（
栃

木
第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
／
旭
町
）

◆
対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同

伴
も
可
）

◆
定
員　

30
人

◆
内
容　

室
内
ゲ
ー
ム
（
手
作

り
す
ご
ろ
く
他
）・
ビ
デ
オ
上

映
・
昼
食
（
お
に
ぎ
り
・
豚
汁
）

な
ど
！

◆
参
加
費　

子
ど
も
・
大
人
と

も
２
０
０
円
／
人

◆
申
込
・
問
合
先　

12
月
２
日

（
月
）
～
17
日
（
火
）
人
権
・

男
女
共
同
参
画
課
（
厚
生
セ
ン

タ
ー
／
☎
24
‐
２
４
４
４
）
へ

3
「
と
も
だ
ち
」
／
小
4
「
生

き
る
力
」
／
小
5
「
美
し
い
心
」

／
小
6
「
平
和
な
朝
」
／
中
学

生
「
社
会
道
徳
」

◆
用
意
す
る
物　

習
字
セ
ッ

ト
、
大
き
い
下
敷
き
、
墨
汁
、

新
聞
紙
１
日
分
、
雑
巾

◆
そ
の
他　

家
で
練
習
す
る
方

に
は
、
大
平
隣
保
館
で
手
本
を

配
布

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

12
月
２
日

（
月
）
～
20
日
（
金
）
に
大
平
隣

保
館
（
☎
43
‐
６
６
１
１
）
へ

　

子
ど
も
が
好
き
で
教
え
る
こ

と
が
大
好
き
な
小
学
校
の
先
生

を
募
集
し
ま
す
。

◆
教
員
種
別
・
採
用
予
定
者
数

　

小
学
校
教
諭
・
若
干
名

◆
雇
用
期
間　

平
成
26
年
４
月

１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

◆
給
与　

大
卒
19
万
５
，
９
０

０
～
27
万
８
，
９
０
０
円
短

大
卒
17
万
４
，
７
０
０
～

26
万
４
，
６
０
０
円
（
教
職
経

験
年
数
で
金
額
を
決
定
し
ま

す
。
そ
の
他
、
諸
手
当
及
び
期

末
勤
勉
手
当
等
あ
り
）

◆
受
験
資
格　

小
学
校
普
通
免

許
状
を
有
す
る
方
（
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
者

も
含
む
）
※
学
級
担
任
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
採
用
選
考
日　

平
成
26
年
１

月
18
日
（
土
）

◆
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
（
入

舟
町
）

◆
選
考
方
法　

筆
記
試
験
、
小

論
文
、
面
接

◆
選
考
案
内　

 

学
校
教
育

課
で
選
考
要
項
等
を
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

◆
申
込
・
問
合
先　

郵
送
又
は

市
費
負
担
教
職
員
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
提
供
会
員
募
集
中

～
あ
な
た
も
地
域
ぐ
る
み
の
子

育
て
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
～

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
援
助

を
し
た
い
方
（
提
供
会
員
）、

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方

（
依
頼
会
員
）
が
会
員
に
な
っ

て
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
育

ち
を
地
域
で
援
助
し
て
い
く
た

め
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

提
供
会
員
は
、
仕
事
や
外
出

等
で
、
保
育
施
設
や
塾
へ
の
送

迎
が
出
来
な
い
時
や
、
通
院
等

で
一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
応
じ
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
提
供
会
員
に
な

り
、
子
育
て
の
応
援
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
時

に
、
で
き
る
範
囲
で
少
し
ず
つ

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
供
会
員
の
資
格　

年
齢
や

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
当
セ
ン

タ
ー
で
行
う
講
習
会
の
受
講
が

必
要
で
す
。

◆
育
児
依
頼
対
象
年
齢　

０
歳

か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童

◆
報
酬　

７
０
０
円
／
時
間

（
基
本
）

◆
登
録
料
、
会
費
、
受
講
料
等

　

無
料

★
依
頼
会
員
・
両
方
会
員
（
依

頼
、
提
供
の
両
方
で
き
る
方
）

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先　

フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

栃
木
☎
25
‐
１
０
４
０
／
大
平

☎
43
‐
１
１
３
４

直
接
、
12
月
６
日
（
金
）
～
平

成
26
年
１
月
６
日
（
月
）
※
必
着

に 
 

学
校
教
育
課
（
〒
３
２
８

‐
８
６
８
６
住
所
不
要
／
☎
21
‐

２
１
７
７
）
へ

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
シ
ー
ズ
ン
に

　
　
　
　
　
　

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

《
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
》

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
人
が
咳
や
く
し
ゃ
み
等
を
す

る
こ
と
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
が
空

気
中
に
広
が
り
、
そ
れ
を
吸
い

込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を

拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
「
か
か
ら
な
い
」「
う

つ
さ
な
い
」
た
め
の
予
防
策
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

《
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る

こ
と
》　

★
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
う
が
い

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

★
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

★
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま

し
ょ
う

《
も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
》

　

外
出
を
自
粛
し
て
、
自
宅
で

水
分
補
給
と
十
分
な
睡
眠
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
が
下

が
っ
て
も
１
～
２
日
は
、
学
校

や
会
社
は
休
ん
で
自
宅
で
十
分

に
休
養
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
の

健
康
と
と
も
に
、
周
囲
の
健
康

を
守
る
こ
と
も
、
感
染
を
拡
げ

な
い
た
め
の
マ
ナ
ー
で
す
。

★
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
は

早
期
受
診
！

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

流
行
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
、

有
効
な
予
防
法
の
ひ
と
つ
で

す
。

―
市
内
で
予
防
接
種
を
す
る
場

合
―

◇
期
間　

10
月
１
日
（
火
）
～

平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）

◇
場
所　

市
内
協
力
医
療
機
関

※
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
対
象
者
の
費
用
軽
減
に
関
し

て　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、

接
種
後
に
申
請
い
た
だ
く
こ
と

で
、
自
己
負
担
額
分
の
助
成
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
（
予
防
接
種
法
に
基

づ
く
定
期
予
防
接
種
）】

◇
接
種
回
数　

１
回

◇
自
己
負
担
額　

１
千
円

◇
対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以

上
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
希
望
す
る
方
。

※
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
も
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る

方
は
、
希
望
に
よ
り
接
種
で
き

ま
す
。（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
等
の
写
し
や
医
師
の
署
名
が

必
要
に
な
り
ま
す
）

※
栃
木
県
内
定
期
予
防
接
種
相

互
乗
入
事
業
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
県
内
の
医
療
機
関
で

は
、
市
内
協
力
医
療
機
関
と
同

条
件
で
接
種
可
能
で
す
。

　
【
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
（
任
意
予
防
接
種
）】

◇
接
種
回
数　

２
回

◇
助
成
金
額　

▽
１
回
に
つ
き

２
千
円
（
２
千
円
を
超
え
た
部

分
は
、
自
己
負
担
）

◇
対
象　

市
内
在
住
で
、
予
防

接
種
を
希
望
す
る
満
１
歳
以
上

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん

―
市
外
で
予
防
接
種
を
す
る
場

合
―

　

予
診
票
お
よ
び
扶
助
費
支
給

申
請
書
を
事
前
に
渡
し
ま
す
の

で
、問
合
先
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
接
種
料
金　

医
療
機
関
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
ま
ず
医
療
機

関
か
ら
の
請
求
額
全
額
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

　

接
種
後
、
申
請
書
を
提
出
い

た
だ
き
、
助
成
し
ま
す
。

◇
助
成
金
額
（
接
種
後
申
請
）

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
】

　

自
己
負
担
額
１
千
円
を
差

し
引
い
た
金
額
を
助
成
い
た

し
ま
す
。（
た
だ
し
、
上
限
は

３
千
２
０
０
円
）

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
申

請
で
自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま

す
。

【
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
】

　

１
回
に
つ
き
２
千
円
助
成
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
申

請
で
、
自
己
負
担
額
を
助
成
し

ま
す
。

◇
申
請
期
限　

接
種
後
１
年
以

内
に
、

 

健
康
増
進
課
又
は
、

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
助
成
金
は

口
座
振
込
で
す
。）

※
接
種
後
は
症
状
に
十
分
注
意

し
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場

合
に
は
、医
師
に
相
談
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１
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時＝日時　場＝場所　対＝対象　内＝内容　費＝
費用　定＝定員　申＝申込・問合先　
詳細は各団体等に問い合わせください。

乗馬教室
時 12 月 14 日（土）10 時～ 12 時（雨天時 15 日
に順延） 場     藤岡スポーツふれあいセンター 9 時 50
分集合（藤岡町藤岡）対 中学生以上 65 歳以下の未
経験者 内 講義を受講した後、緑豊かな芝生広場で、
騎乗を行います。運動のできる服装（運動靴等）・
手袋持参で参加ください。ヘルメットは、事務局で
用意します。 費 2,300 円（保険代含む）定  20 人
申 11 月 25 日（月）～ 12 月 10 日（火）に藤岡ス
ポーツふれあいセンター☎ 62 － 1301
親子スキー・スノーボード教室
時 平成 26 年１月７日（火）6 時～ 18 時 場    ハンター
マウンテン塩原スキー場（那須塩原市） 対 市内在住
の親子 60 人（先着順） 費 大人２千円、子ども 1,500
円※リフト代・レンタル代は別途個人負担 申 12 月
２日（月）～ 18 日（水）都 スポーツ振興チーム（都
賀公民館）☎ 27‐5050

栃
木
市
文
化
マ
イ
ス
タ
ー
募
集

障
が
い
者
週
間
記
念
講
演
会

◆
日
時　

12
月
７
日
（
土
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分
（
開
場
13

時
）

◆
場
所　

市
役
所
３
階
正
庁

（
入
舟
町
）

◆
対
象　

市
民
・
障
が
い
福
祉

関
係
者
等
約
１
０
０
人

◆
内
容　

講
演
会　

演
題
「
障

　

市
で
は
、
文
化
振
興
を
図
る

と
と
も
に
市
民
協
働
に
よ
る
文

化
事
業
を
推
進
す
る
た
め｢

栃

木
市
文
化
振
興
推
進
制
度｣

を

制
定
し
ま
し
た
。
同
制
度
の
一

つ
と
し
て
、『
栃
木
市
文
化
マ

イ
ス
タ
ー
』
を
設
置
し
ま
す
。

　

本
市
の
文
化
面
の
各
分
野
で

研
究
や
活
動
を
重
ね
て
い
る
方

や
団
体
に「
文
化
マ
イ
ス
タ
ー
」

輝
い
て
生
き
る
み
ん
な
の
つ
ど
い

◆
日
時　

12
月
12
日
（
木
）
10

時
～
11
時
30
分
※
受
付
９
時
30

分◆
場
所　

大
平
公
民
館
（
大
平

町
蔵
井
）

◆
定
員　

50
人
程
度

◆
内
容　

テ
ー
マ
『
わ
た
し
た

ち
の
未
来
を
想
像
し
て
み
よ

う
「
栃
木
県
が
１
０
０
人
の
村

だ
っ
た
ら
」』

　

少
子
高
齢
化
等
の
社
会
問
題

を
、
県
人
口
を
１
０
０
人
に
置

き
換
え
て
理
解
し
、
未
来
を
想

像
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
生
き

方
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど
に
役

立
て
る
内
容
で
す
。
自
分
の
職

業
選
択
に
も
役
立
ち
ま
す
の

で
、
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者

な
ど
も
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
費
用　

無
料

◆
問
合
先　

大
平
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
内
☎
24
‐
０
３

５
１
）

特
定
任
期
付
職
員
（
弁
護
士
）
募
集

　

特
定
任
期
付
職
員
と
し
て
弁

護
士
１
人
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
等

☆
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
方

①
司
法
修
習
を
終
了
し
て
い
る

又
は
司
法
修
習
終
了
見
込
み
で

あ
る
こ
と

②
弁
護
士
名
簿
に
登
録
し
て
い

る
又
は
採
用
後
速
や
か
に
弁
護

士
名
簿
へ
の
登
録
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と

③
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
定

め
る
欠
格
条
項
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
こ
と

④
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と

◆
任
期　

　

平
成
26
年
4
月
１
日
～
平
成

29
年
３
月
31
日

◆
勤
務
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

◆
選
考
方
法

　

○
書
類
審
査
○
面
接
審
査

◆
面
接
審
査
日

　

平
成
26
年
１
月
27
日
（
月
）

◆
場
所

　

市
役
所
本
庁
舎
（
入
舟
町
）

◆
募
集
要
項
の
配
布　

　

11
月
20
日
（
水
）
～
本
庁
職

員
課
で
募
集
要
項
を
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

◆
申
込
期
間

　

11
月
20
日
（
水
）
～
平
成
26

年
１
月
10
日
（
金
）

◆
申
込
・
問
合
先

 

職
員
課
☎
21
‐
２
２
３
１

※
業
務
内
容
に
つ
い
て
は

 

総
務
課
☎
21
‐
２
３
１
４

入
居
者
募
集
情
報

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校　

　
　
　
　
　
　
　

生
徒
募
集

冒
険
遊
び
場
（
ね
ず
み
も
ち

パ
ー
ク
）
12
月
・
1
月
開
園

◆
日
時　

12
月
14
日
・
１
月
11

日
・
25
日
（
土
）
10
時
～
16
時

※
11
月
23
日
は
産
業
祭
の
会
場

で
、木
の
実
の
ク
ラ
フ
ト
実
施
。

◆
場
所　

ね
ず
み
も
ち
パ
ー
ク

（
大
平
公
民
館
西
側
／
大
平
町

蔵
井
）

（
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
ド
イ
ツ
語

で
名
人
・
達
人
を
意
）
の
称
号

を
授
与
し
、
励
み
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
推
薦
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
「
名
人
・
達
人
」と
い
っ
て
も
、

講
座
の
講
師
や
希
望
者
を
受
け

入
れ
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
等
を
認
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
の
応
募
お
待
ち
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
又

は
在
勤
者
・
本
市
の
文
化
面
の

各
分
野
に
お
い
て
調
査
、
研
究

も
し
く
は
活
動
を
し
て
い
る
個

人
又
は
団
体

◆
認
定
基
準
（
選
考
委
員
会
に

お
い
て
認
定
の
適
否
を
決
定
す

る
）　

・
文
化
活
動
の
実
績
が
５
年
以

上
あ
る
こ
と

・
本
市
が
実
施
す
る
文
化
振
興

事
業
へ
の
支
援
も
し
く
は
協
力

を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
又
は
当

該
事
業
へ
の
支
援
も
し
く
は
協

力
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

・
教
育
委
員
会
が
文
化
マ
イ
ス

タ
ー
と
し
て
認
定
す
る
に
足
り

る
実
績
等
が
あ
る
こ
と

◆
応
募
方
法　

12
月
20
日（
金
）

ま
で
に
所
定
の
文
化
マ
イ
ス

☆
市
営
住
宅　
　

○
城
内
南
第
2
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
本
町
市
営
住
宅　
　
　
　
　

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅　
　
　
　
　

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
川
原
田
市
営
住
宅　
　
　
　

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
（
78
・
45
平
方
㍍
）

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

３
Ｄ
Ｋ
（
70
・
23
平
方
㍍
）

２
戸　

家
賃
６
万
５
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　

３
Ｄ
Ｋ　
（
73
・
77
平
方
㍍
）　

３
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※
家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金

（
月
２
千
７
百
円
／
台
）
が
か

か
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間　

12
月
５
日（
木
）

～
11
日
（
水
）
8
時
30
分
～
17

時
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◆
入
居
日　

平
成
26
年
１
月
１

日
（
水
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

建
築
課
☎
21
‐
２
６
２
３

タ
ー
認
定
申
請
書
（
文
化
課
に

あ
り
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
直

接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で 

 

文
化
課
（
〒
３

２
８
‐
０
０
３
１
日
ノ
出
町
14

‐
36
／
☎
20
‐
１
０
８
９
／
Ｆ

Ａ
Ｘ
24
‐
０
３
５
３
／
メ
ー
ル

bunka@
city.tochigi.lg.jp

）
へ

◆
対
象　

ど
な
た
で
も
（
小
さ

な
お
子
さ
ん
は
保
護
者
同
伴
）

◆
内
容　
（
12
月
ク
リ
ス
マ
ス

会
）ゲ
ー
ム
を
し
て
、パ
ン
ケ
ー

キ
や
チ
ョ
コ
フ
ォ
ン
デ
ュ
を
み

ん
な
で
食
べ
ま
す
。（
1
月
11

日
）
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
な
ど
の

お
正
月
遊
び
と
お
雑
煮
。（
25

日
）
ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会
。

◆
参
加
費　

イ
ベ
ン
ト
内
容
に

よ
り
必
要
な
場
合
あ
り

◆
問
合
先　

大
平
子
ど
も
会
育

成
会
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
大

平
教
育
支
所
内
／
☎
43
‐
９
２

１
９
※
土
曜
日
43
‐
５
２
３
１
）

平
成
26
年
栃
木
市
成
人
式

◆
日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日

（
日
）

◆
場
所

◇
栃
木
会
場
（
栃
木
文
化
会
館

／
旭
町
）
10
時
開
場　

11
時
開

式◇
大
平
会
場
（
大
平
文
化
会
館

／
大
平
町
蔵
井
）
９
時
開
場　

10
時
開
式

◇
藤
岡
会
場
（
藤
岡
文
化
会
館

／
藤
岡
町
藤
岡
）
10
時
開
場　

11
時
開
式

◇
都
賀
会
場
（
都
賀
文
化
会
館

／
都
賀
町
原
宿
）
9
時
開
場　

10
時
開
式

◇
西
方
会
場
（
西
方
総
合
文
化

体
育
館
／
西
方
町
本
郷
）
9
時

開
場　

10
時
開
式

◆
対
象　

新
成
人
（
平
成
5
年

4
月
2
日
～
平
成
6
年
4
月
1

日
に
生
ま
れ
た
方
）

◆
問
合
先　

栃
木
会
場 

 

生

涯
学
習
課
☎
21
‐
２
７
３
３
／

大
平
会
場　

大
平
教
育
支
所
☎

43
‐
９
２
１
９
／
藤
岡
会
場　

藤
岡
教
育
支
所
☎
62
‐
４
３
２

１
／
都
賀
会
場　

都
賀
教
育
支

所
☎
27
‐
５
０
５
０
／
西
方
会

場　

西
方
教
育
支
所
☎
92
‐
０

３
１
６

太
平
山
も
み
じ
ま
つ
り
開
催
中

　

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に

徐
々
に
色
づ
く
太
平
山
の
紅

葉
は
、
訪
れ
る
方
に
感
動
を

与
え
ま
す
。
と
く
に
、
山
頂

に
近
い
謙
信
平
付
近
の
紅
葉

は
格
別
で
す
。
秋
の
澄
ん
だ

空
に
広
が
る
景
色
と
と
も

に
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

◆
期
日　

12
月
１
日
（
日
）

ま
で

◆
場
所　

太
平
山
県
立
自
然

公
園
内
（
平
井
町
）

◆
主
催　

太
平
山
観
光
会

◆
問
合
先　

 

商
工
観
光
課

☎
21
‐
２
７
３
３
／
栃
木
市

観
光
協
会
☎
25
‐
２
３
５
６

　

平
成
26
年
4
月
に
入
学
す
る

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
高
等
工
科
学
校
生
徒
」
と

は
、
将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い

て
高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ

れ
た
装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す

る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
お

い
て
も
自
信
を
も
っ
て
対
応
で

き
る
要
員
を
養
成
す
る
た
め

に
、
中
学
校
卒
業
予
定
者
等
を

対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

３
年
終
了
時
に
は
高
等
学
校
卒

業
の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
在
学
間
は
特
別
職
国

家
公
務
員
と
し
て
学
生
手
当
が

支
給
さ
れ
、
卒
業
後
は
陸
上
自

衛
隊
の
ほ
か
、
防
衛
大
学
、
一

般
大
学
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど

様
々
な
進
路
に
進
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

中
学
卒
業
者

（
見
込
み
含
）
～
17
歳
未
満
の

方（
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
）

◆
受
付
期
間　

平
成
26
年
1
月

10
日
（
金
）
ま
で

◆
試
験
日　

平
成
26
年
1
月
18

日
（
土
）
※
試
験
会
場
は
別
途

連
絡
。

◆
問
合
先　

 

危
機
管
理
課

☎
21
‐
２
７
０
３
／
自
衛
隊
小

山
地
域
事
務
所
☎
０
２
８
５
‐

25
‐
４
７
６
３

害
者
総
合
支
援
法
で
の
住
ま
い

に
つ
い
て
～
ケ
ア
ホ
ー
ム
・
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
一
元
化
を
前

に
～
」

◆
講
師　

又
村
あ
お
い
氏
（
全

日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
政
策

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
委
員
／
情

報
誌
「
手
を
つ
な
ぐ
」
編
集
委

員
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
問
合
先　

 

社
会
福
祉
課

☎
21
‐
２
５
０
１
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＝日時　 ＝場所　 ＝対象　
＝内容　 ＝講師　 ＝担当医師　

＝費用　 ＝定員　 ＝申込・問
合せ
詳細は各団体等に問い合わせください。

シルバー人材センター入会説明会
12 月 19 日（ 木 ）13 時 30 分 ～ 

 栃木保健福祉センター（今泉町２
丁目）  市内在住で働く意欲のある
60 歳以上の方  栃木事務局☎ 23 ‐
4165 ▽藤岡事業所☎ 62 ‐ 1534 ▽
都賀事業所☎ 27 ‐ 8812 ▽大平事業
所☎ 43 ‐ 0155 ▽西方事業所☎ 92
‐ 8390 ※除草・塗装のできる方大募
集（経験者・興味のある方はぜひ！）。
植木手入れ・除草・草刈・家事援助等
の仕事を割安な料金で受けています。

シルバー人材センター刃物研ぎ
12 月 18 日（水）９時～ 12 時（申

込みは 12 時まで）  栃木保健福祉セ
ンター西側シルバーセンター作業所前

（今泉町２丁目）  包丁類 300 円～、
刈込はさみ 500 円～、修理 100 円～

 シルバー人材センター栃木事務局
☎ 23 ‐ 4165
＊料金改定のお知らせ
　岩舟町シルバー人材センターとの統
合や最低賃金の引上げなどの事情によ
り、平成 26 年 4 月 1 日からシルバー
料金を改定（引上げ）します。今後と
もよろしくお願いします。

日本文化にふれる講座
○その壱「お・も・て・な・し親子茶
道体験」

１月６日（月）14 時～ 15 時 30 分
（13 時 50 分集合）  市内在住の小学
４～ 6 年生・中学生と保護者（子ど
ものみの参加可）25 人（先着順）  
２人組でお茶を点（た）てて花びら餅
と一緒にいただく楽しくおいしい茶道
体験  茶の湯「和敬」グループ（ふ
れあい館利用団体）  100 円 
○その弐「楽しいお箏（こと）演奏会」

１月７日（火）10 時～ 12 時  30
人  新春、日本庭園を眺めながらお箏
の演奏を聴いて、１年をスタートしてみ
ませんか？　演奏者…上原淑子氏・吉
沢佳世氏・鈴木京子氏（予定）   無料 

☆共通事項　  ふるさとふれあい館
（大平町真弓）  11 月 20 日（水）～
12 月 20 日（金）市社会福祉協議会
大平支所☎ 43 ‐ 0294

太平山系ハートフルトレッキング
12 月１日（日）９時集合※小雨決

行、悪天候中止 7 時に決定  かかし
の里（出発・到着）※二手に分かれて
行う予定  80 人（先着順）  様々な
コースがある太平山系の山、その中で
も太平山南山麓のトレッキングを地域
のガイドの案内で楽しみましょう !!　
天気が良ければ山頂から東京スカイツ
リーが見えるかも !?   300 円（保険・
お土産付き）  11 月 30 日（土）ま
で NPO 法人太平山南山麓友の会／か
かしの里内☎ 43 ‐ 8288 ※火曜定休

藤岡町家庭教育オピニオンリーダーの会
　どーなつクラブ「おやこクリスマス会」

12 月８日（日）10 時～ 12 時  
藤岡公民館（藤岡町藤岡）  幼児と
保護者  人形劇、親子でレクリエー
ション、交流会など楽しい企画が盛り
だくさん  無料  どーなつクラブ／
代表福田☎ 62 ‐ 9221

岩下食品工場見学健康ウォーキング
12 月 11 日（水）９時 40 分～ 12

時 25 分※雨天決行  栃木文化会館
駐車場（南中側）  どなたでも  栃
木文化会館～岩下食品～円通寺～栃木
文化会館（歩程３．７キロ）※岩下記
念館見学はゴール後鑑賞（ゴールから
徒歩５分）  12 月４日（水）まで栃
木市老人クラブ連合会／石井☎ 090
‐ 4531 ‐ 1818

音楽を楽しむ人達のステージ
12 月 14 日（土）13 時～  栃木

文化会館（旭町）  どなたでも  ア
マチュア演奏家の発表の場として、ピ
アノ、サックス、クラリネット、ヴァ
イオリン、チェロ、 文化琴、二胡等を
演奏します  無料  オオノ楽器☎
22 ‐ 2169 ※月曜日定休

とちぎ夢ファーレ助成事業　
第 17 回蔵の街うたごえ喫茶

12 月 15 日（日）14 時～ 16 時 20
分  栃木文化会館（旭町）  どなた
でも※予約不要  スペシャルゲスト
…ケーナ奏者 Ren  500 円（飲み物・
歌集代）  岩川☎ 24 ‐ 5868 ／臼井
☎ 24 ‐ 1954

温故知新－地域の歴史を知る
12 月 21 日（土）お楽の方（宝樹

院）と将軍誕生の祈祷、１月 11 日（土）
下館藩主黒田直邦と参勤交代の旅、各
13 時 30 分～ 15 時  小山高専サテ

ライト・キャンパス（倭町）  中学生
以上 20 人  小山周辺に残る史料を
使って、地域の歴史をほり起こし、紹
介  無料  12 月 13 日（金）まで
に メ ー ル kouza@oyama-ct.ac.jp ま た
は FAX0285 ‐ 20 ‐ 2880 で 希 望 講
座名、住所、氏名、フリガナ、年齢、
電話番号を小山工業高等専門学校／講
座イベント申込み窓口☎ 0285 ‐ 20
‐ 2197

藤岡地域自治会連合会 講演会
12 月 15 日（ 日 ）13 時 30 分 ～

15 時 30 分  藤岡文化会館（藤岡町
藤岡）  藤岡地域在住者  鹿児島県
鹿屋市にある人口約 300 人の過疎の
集落。その柳谷集落を再生させた仕掛
け人、柳谷自治公民館長・豊重哲郎氏
を講師に迎え「行政に頼らない感動の
まちづくり」をテーマに講演会を行い
ます  無料  藤岡地域自治会連合会
事務局☎ 62 ‐ 0900

学悠館高校学校説明会
 12 月４日（水）、１月 29 日（水）

14 時～ 14 時 20 分受付  定時制①
午前（普通科 80 人）②午後（普通科
80 人）③夜間（普通科 40 人、商業
科 40 人）、通信制 450 人※転入・編
入学、定時制 60 人（普通科・商業科）、
通信制…総定員の範囲内   前日まで
に FAX か電話で県立学悠館高校／大
塚 ☎ 20 ‐ 7073 ／ FAX 24 ‐ 9299
※駐車場はありません。

NPO 法人蔵の街遊覧船の船頭募集
　毎日、巴波川で歴史案内と船頭唄で
おもてなししています。あなたも、小
江戸とちぎで舟を漕いでみませんか ?
　初心者の方の船頭体験会を 12 月 1
日（日）～ 7 日（土）に実施してい
ますので、お気軽に問い合わせくださ
い   NPO 法人蔵の街遊覧船／白澤☎
090 ‐ 7901 ‐ 8046

中小企業年末資金融資
 県内に１年以上事業所を有して営

業を行っている中小企業及び事業協
同組合等  ○資金の使いみち…商品
仕入れ、ボーナスの支払いなどの季節
的な運転資金○融資の申込先…県内に
本店を有する銀行、信用金庫及び信用
組合の営業店○融資条件等詳しくは問
合先へ   12 月 30 日（月）まで取扱
金融機関又は県経営支援課☎ 028 ‐
623 ‐ 3181

必ずチェック　最低賃金 !!　使用者
も、労働者も
　県最低賃金が 10 月 19 日から 718
円に改定されました。
　県の区域内の事業場で働くすべての

労働者と使用者に適用されます。一般
労働者はもちろん、臨時、パート、ア
ルバイト等にも適用されます。なお、
特定の産業には特定（産業別）最低賃
金が定められています  栃木労働局
賃金室☎ 028 ‐ 634 ‐ 9109 ／栃木
労働基準監督署☎ 24 ‐ 7766

栃木共同高等産業技術学校（職業訓練
校）平成 26 年度訓練生募集

 中学卒業以上の学力を有し、大工・
工務店・建築設計事務所等の建設関係
事務所に勤務している方、又はこれか
ら勤務を予定している方・転職又は再
就職の準備のために認定職業訓練を受
講することを希望する方・職場でリ
フォームやバリアフリー等に関する技
術取得を希望する方・その他入学を希
望する方  木造建築科 15 人  １月
14 日（火）～３月 29 日（土）に栃
木共同高等産業技術学校☎・FAX 23
‐ 2129 ※日・月曜日休校

iPad とパソコン講座開講
 12 月 2 日（月）９時 30 分～、13

時 30 分  ◆パソコン講座…「入門」・
水曜、「ワード基礎」・水曜、「エクセ
ル入門」・金曜、「ワード実用」・木曜、

「活用」・金曜（各 10 回コース毎回 2
時間）◆ iPad 講座…「活用コース」、「楽
しみコース」（各 4 回コース毎回 2 時
間・月曜）  NPO 栃木県シニアセン
ター☎ 20 ‐ 3322 ※平日 13 時～ 16
時

12 月 1 日は世界エイズデー
　県南健康福祉センターでは無料・匿
名で夜間検査を行います。

 11 月 29 日（ 金 ）15 時 ～ 20 時
30 分※予約不要  小山市立生涯学習
センター（ロブレ内／小山市中央町）

 ＨＩＶ検査（梅毒検査もあり）、 検
査結果…即日約 30 分※感染が疑われ
る出来事があった日から、12 週間以
上経過していることが必要です   県
南健康福祉センター☎ 0285 ‐ 22 ‐
1219

とちぎ海浜自然の家「海浜の旬・あん
こう」開催！

１月 25 日（土）～ 26 日（日）  
とちぎ海浜自然の家（茨城県鉾田市）

 250 人※多数の場合抽選  冬の旬
の味覚、あんこうを味わうとともに、
あんこうの吊し切り実演を間近に見ま
せんか？　塩づくりやサンドブラスト
グラス作りなどの活動も用意してお待
ちしています !! 参加費等詳細は問合
先へ  12 月 24 日（火）までとちぎ
海浜自然の家☎ 0291 ‐ 37 ‐ 4004
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栃木文化会館
☎ 23-5678

★
お
は
な
し
広
場【

10
時
30
分
～
11
時
】

12
月
14
日（
土
）エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
「
お
お
き
な
か
ぶ
」

12
月
28
日
（
土
）

読
み
聞
か
せ

「
か
さ
じ
ぞ
う
」
他

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

　

対
象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

12
月
21
日
（
土
）
11
時
～
11
時
30
分

　

場
所　

１
階
・
お
や
こ
ル
ー
ム

　

対
象　

赤
ち
ゃ
ん
～
未
就
園
児

★
民
話
の
ひ
ろ
ば

12
月
21
日
（
土
）
11
時
～

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

　

対
象　

幼
児
～
大
人
ま
で

★
親
子
で
楽
し
む

映
画
と
お
は
な
し
の
会
・
冬

《
感
謝
し
よ
う
》

12
月
21
日
（
土
）
14
時
～
15
時

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

　

対
象　

幼
稚
園
児
～
小
学
校
程
度

◆
特
版
お
は
な
し
広
場

12
月
23
日
（
月
）
14
時
～

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

◆
冬
休
み
ア
ニ
メ
映
画
会

　
　
「
鬼
の
子
と
ゆ
き
う
さ
ぎ
」

12
月
25
日
（
水
）
14
時
～

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

※
い
ず
れ
も
、
参
加
費
無
料
・
申
込

不
要

★
「
名
著
複
刻
日
本
児
童
文
学
館

第
二
集
」（
全
34
冊
）
展
示

11
月
26
日
（
火
）
～
12
月
14
日
（
土
）

　

場
所　

１
階
ロ
ビ
ー
内
・
ミ
ニ
ミ

ニ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
資
料
：
少
年
文
庫
（
島
村
抱
月

編
）、
眼
鏡
（
島
崎
藤
村
著
）、
小
さ

な
鳩
（
田
山
花
袋
著
）
他

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
大
平
図
書
館

ご
利
用
者
の
ご
好
意
に
よ
り
お
預
か

り
し
て
い
る
も
の
で
、
展
示
期
間
終

了
後
、
希
望
者
に
譲
渡
し
ま
す
。

申
込
締
切
：
12
月
14
日
（
土
）

抽
選
日
及
び
当
選
者
へ
の
連
絡
日
：

12
月
15
日
（
日
）

※
全
巻
ま
と
め
て
の
譲
渡
に
な
り
ま

す
。（
分
冊
不
可
）

※
譲
渡
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
申
込
箱
の
中
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の

う
え
、
当
選
者
に
の
み
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。

※
連
絡
後
、
１
週
間
以
内
（
月
曜
休

館
）
に
図
書
館
ま
で
引
き
取
り
に
き

て
く
だ
さ
い
。

※
転
売
目
的
の
申
込
は
固
く
お
断
り

し
ま
す
。

★
お
は
な
し
会
・
工
作
教
室

～
今
月
は

「
ク
リ
ス
マ
ス
特
集
」
で
す
～

12
月
７
日
（
土
）
14
時
～
15
時

▽
お
は
な
し
会

　
「
ビ
ロ
ー
ド
の
う
さ
ぎ
」

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
う
さ
ぎ
さ
ん
」
他

▽
か
ん
た
ん
こ
う
さ
く

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」

12
月
21
日
（
土
）
14
時
～
15
時

▽
お
は
な
し
会

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
の
よ
る
」

　
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
っ
て
い
る
ん

で
し
ょ
う
か
」
他

▽
か
ん
た
ん
こ
う
さ
く

　
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」

　

場
所　

お
や
こ
ど
く
し
ょ
し
つ

　

出
演　

ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会

『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』

　

工
作
教
室
は
、
誰
で
も
簡
単
に
作
れ

ま
す
。材
料
は
図
書
館
で
用
意
し
ま
す
。

★
ク
リ
ス
マ
ス
会

～
お
は
な
し
会
と
音
楽
会
～

12
月
１
日
（
日
）
10
時
～
12
時

◯
第
１
部　

お
は
な
し
会

（
10
時
～
10
時
50
分
）

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
た
ん

ぽ
ぽ
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
楽
し
い

お
は
な
し
会
で
す
。

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

▽
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
「
ポ
ケ
ッ
ト
ク
イ
ズ
マ
ン
」
他

▽
カ
ッ
プ
シ
ア
タ
ー

　
「
３
び
き
の
こ
ぶ
た
」

▽
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
「
き
よ
し
こ
の
夜
」

▽
ゲ
ー
ム
な
ど

◯
第
２
部　

音
楽
会（
11
時
～
12
時
）

　

場
所　

都
賀
公
民
館
・
講
堂

　

音
楽
の
宅
配
便
『
Ｖ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ

（
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ド
）』の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
＆
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

＆
サ
ッ
ク
ス
中
心
の
楽
し
い
音
楽
会

で
す
。
▽
ク
リ
ス
マ
ス
曲
▽
音
楽
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
▽
あ
ま
ち
ゃ
ん
・
花

は
咲
く
他

★
お
は
な
し
会

12
月
21
日
（
土
）
11
時
～

▽
テ
ー
マ
『
心
が
ホ
ッ
と
す
る
お
は

な
し
』「
お
や
す
み
な
さ
い
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
」「
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
き

た
て
が
み
」「
み
み
ず
く
ミ
ミ
ー
の

あ
み
も
の
の
た
び
」
他

　

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　

出
演　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
お
は
な
し
☆
き
ら
ら
』

【
12
月
の
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

▽
藤
岡
図
書
館
・
都
賀
図
書
館
・
西

方
分
館

12
月
23
日
（
月
・
祝
）
は
開
館
し
、

翌
24
日
（
火
）
は
休
館
し
ま
す
。

（
大
平
図
書
館
は
、
い
ず
れ
も
開
館
）

【
年
末
年
始
の
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

　

休
館
中
の
資
料
返
却
は
、
各
図
書

館
の
返
却
ポ
ス
ト
を
利
用
く
だ
さ

い
。（
市
内
い
ず
れ
の
図
書
館
に
も

返
却
で
き
ま
す
）

　

Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
視
聴
覚
資

料
は
破
損
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
年
明
け
の
開
館
時
間
内
に
、
直

接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　

栃
木
図
書
館
　

☎
22
‐
３
５
４
２

（
開
館
９
時
～
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

藤
岡
図
書
館
　

☎
62
‐
４
８
８
９

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
分
館

☎
92
‐
２
５
１
２

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館
　

☎
28
‐
０
８
０
６

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

大
平
図
書
館
　

☎
43
‐
５
２
３
４

（
開
館
９
時
30
分
～
19
時
／
休
館
・
月
）

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 500 円 300 円
小・中学生 200 円 100 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県

内の小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者

保健福祉手帳の交付を受けている方と介助

者 1人は無料

※団体は 20 人以上

　私たちが毎日のように目にする広告。
その歴史をたどっていくと、引札という
広告メディアが現われます。なかでも、
明治時代半ばから末期にかけて隆盛し
た正月用引札は、華やかで目出度いチラ
シ広告として全国各地で配られました。
　そこには、恵比寿や大黒などの伝統的
な吉祥図像だけではなく、歴史上の人物、
日清・日露戦争、美人女性など、一見す
ると目出度さとは縁遠い主題が、時勢と
の巧みな組み合わせにより、近代の吉祥
図像として画面をにぎわせていました。
　本展では、数多くの商家が存在した
栃木市の正月用引札を中心に、目出度い
図像の数々をご紹介します。にぎやかで
ユーモア溢れる、正月用引札の魅力をご
覧ください。

とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場を利用ください。有料入館者、
障害者手帳をお持ちの方には駐車場の無料券をお渡ししています。

◎講演会「忘れられた刷物たちが伝える
栃木町のにぎわい」
講師　藤田好三氏（郷土資料蒐集家）
日時　1 月11日（土）　14:00 ～
会場　小山高専サテライト・キャンパス
　　　スタジオ 2
※入場無料（定員 30 人）
◎美術の基礎を楽しく学べるお話の会
クラビ活動「引札から考える・近代広告
のすがた」
講師　当館学芸員
日時　1 月 25 日（土）　14:00 ～
参加費　500 円（お菓子・お茶付き）
場所　小山高専サテライト・キャンパス
　　　スタジオ 1
対象　中学生以上、一般
定員　10 人（要申込、先着順）

＝日時　 ＝会場　 ＝料金　 ＝定員　 ＝チケット　 ＝プレイガイド　 ＝申

し込み　 ＝開場　 = 開演時間　 ＝託児サービス　 ＝電話予約　 ＝問い合わせ

都賀文化会館
☎ 27-8855

◆カウントダウンクリスマスコンサート
12 月８日（日）  14：00　  小

学生以上 800 人　  大人 1,000 円、
中学生以下 500 円　  好評発売中　

 市内各文化会館

藤岡文化会館
☎ 62-4321

◆岩崎宏美コンサート　あなたへ
～いつまでもいつでも～

 平 成 26 年 3
月 1 日（土）　  
18:00　  5,000
円　  12 月 13
日（ 金 ） か ら 前
売券販売開始

 市内各文化会
館、ＪＡしもつけ藤岡支店、とりせん藤岡店、
佐野市文化会館、小山市立文化センター　

 １２月１３日（金）14：00 ～藤岡文化
会館のみで受付

栃
木
図
書
館

12
月
31
日（
火
）～
1
月
3
日
（
金
）

大
平
・
藤
岡
・
都
賀
図
書
館
、

西
方
分
館

12
月
29
日
（
日
）
～
1
月
3
日
（
金
）

●開館時間　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）
●休館日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）
　　　　　　年末年始（12 月 29 日（日）～ 1 月 3 日（金） ）

福徳円満―商家に伝わる栃木の引札
12 月 21日（土）～１月 26 日（日）

▲≪いい眺め≫　明治 30 年代　
　　　　　　　　遊子洞コレクション

◆クリスマスツリーデコレーション
 12 月 24 日（火）  オーナメント

（飾り）を準備いただける方約 30 組
12 月 1 日（日）～ 23 日（月・祝）

に文化会館事務室へ 
　 文 化 会 館 の ロ ビ ー に LED イ ル ミ

ネーションで
彩られたクリ
スマスツリー
を 設 置 し ま
す。皆さんが
作ったクリス
マスツリー飾
りを募集して
います。
　いただいた
飾りは、クリ
スマスツリー

に飾りつけさせていただきます。
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＝日時　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　 ＝講師
＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○のびのびひろば
12 月 3 日（火） 1 歳以上の未

就園児
○ぷちぷちひろば

12 月 4 日（水） ０～ 11 か月児
☆共通事項　時間は 10 時～ 11 時
30 分（時間内参加自由）  壁掛け
ぷっくり☆ツリー作り
○親子ビクス

12 月 9 日（ 月 ）10 時 ～ 10 時
45 分 １歳以上の未就園児と保護
者 25 組（先着順）  大橋光子氏 

 飲み物、動きやすい服装 11
月 11 日（月）～
○ぺたぺた記念日

12 月 10 日（ 火 ）・11 日（ 水 ） 
０歳以上  手形・足形、身長・

体重測定
○小さな小さなクリスマスパーティー

12 月 14 日（ 土 ）14 時 ～ 15
時  小学生以上（先着 15 人）  
100 円 11 月 30 日（土）～
○新春福引き～今年最初の運だめし
～

 平成 26 年 1 月 4 日（土）  幼
児以上（先着 50 人）※来館者には
全員粗品をプレゼント

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

○クリスマス☆カラーリースを作ろ
う

12 月７日（土）  カラフルなリ
ボンを巻きつけて、松ぼっくり・フェ
ルトで飾りつけをします
○作って遊ぼう！紙コップけん玉

12 月 21 日（土）  お正月に楽
しく遊べるオリジナルのけん玉を作
ります
☆共通事項　時間は 14 時～ 16 時  

 18 歳未満 30 人  無料 当日
申込先着順

○１月のママといっしょ
12 月 12 日（木）～ 26 日（木）

※ 4 クラス共通
◇うさぎクラス（6 ～ 11 か月児と
保護者）  平成 26 年１月 17 日（金）
10 時 30 分～  お正月あそび  
バスタオル　
◇くま①クラス（1 歳～ 1 歳 5 か
月児と保護者）  平成 26 年１月
21 日（火）10 時 30 分～  小麦
粉粘土※汚れても良い服装
◇くま②クラス（1 歳 6 か月児～ 1
歳 11 か月児と保護者）  平成 26
年 1 月 21 日（ 火 ）11 時 15 分 ～ 

 小麦粉粘土※汚れても良い服装
◇ぞうクラス（2 歳以上の未就園児
と保護者）  平成 26 年 1 月 24 日

（金）10 時 30 分～  小麦粉粘土
※汚れても良い服装
○リトミックワールド～リズムに合
わせて心と身体を育てよう～

 平 成 26 年 1 月 28 日（ 火 ）10
時 30 分～ 1 歳 6 か月以上の未
就園児と保護者 20 組※定員を超え
た場合は抽選  クレヨン、Ｂ 4 判
の画用紙帳※軽装でお越しください 

 12 月 12（木）～ 26 日（木）
○冬休みスポーツ大会～風船バドミ
ントン大会～

12 月 26 日（木）13 時～ 15 時（時
間内参加自由）
☆共通事項　  無料  電話または
直接いまいずみ児童館へ

○ほんわかタイム
12 月 3 日（火）当日受付 ０

歳児と保護者  親子でのふれあい
遊びとおしゃべりタイム 

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場　クリスマスグッズ
製作

12 月 3 日（ 火 ）10 時 30 分 ～
11 時 30 分（10 時 20 分集合）  
大平みなみ児童館  乳幼児と保護
者 25 組  受付中
○ころころ広場　クリスマス会

12 月 10 日（火）10 時 30 分～
12 時（10 時 20 分集合）  ゆうゆ
うプラザ（大小会議室）  乳幼児
と保護者 60 組  受付中
○赤ちゃんサロン

12 月 12 日（ 木 ）、19 日（ 木 ）
10 時 30 分～ 11 時 30 分  大平
みなみ児童館 ０歳児と保護者 25
組（上の子の託児あり）  ふれあ
い遊び、ママ同士のおしゃべり（身
体計測あり・1 歳を迎えた子に誕生
カードプレゼント）  受付中
○ベビーマッサージ

 平 成 26 年 1 月 30 日（ 木 ）10
時 30 分～ 11 時 30 分  大平みな
み児童館  0 歳児と保護者 20 組

（今年度初めての方のみ※上の子の
託児あり）  ホホバオイルを使用
したベビーマッサージ  阿部淳子
助産師  大きめのバスタオル  
平成 26 年 1 月 4 日（土）～

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

○西アフリカ　ギニア共和国伝統音
楽ミニコンサート

12 月 19 日（木）10 時 30 分～
11 時 30 分  地域子育て支援セン
ターつが（都賀よつば保育園遊戯
室）  未就園児と保護者  ＢＡＭ
Ａ（バマ）  無料 
○すくすくタイム

 12 月５日（木）身長・体重測
定、窓飾り制作、12 日（木）クリ
スマス飾り製作、24 日（火）クリ

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

○クリスマス会　
12 月 20 日（金）  藤岡保健福

祉センター  乳幼児と保護者 30
組   「まざあぐうす」さんによる
人形劇・歌など 
○わくわくタイム

12 月６日（金）、10 日（火）  
乳幼児と保護者 15 組  クリスマ
ス飾りの製作

12 月 26 日（木）  乳幼児と保
護者 15 組  親子製作「年賀カード」
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分  無 料 12 月 ２ 日

（月）～先着順

○クリスマス会
12 月 11 日（ 水 ）  乳 幼 児 と

保護者 30 組  ビビドさんのコン
サート  11 月 22 日（金）～
○プチなかよしタイムⅣ期募集

 平 成 26 年 1 月 21 日（ 火 ）、2
月 18 日（火）、３月 11 日（火）  
平成 24 年１月～３月生まれの乳児
と保護者 30 組（先着順）  親子で
ふれあい遊びと専門家による講話。
1 月「ベビータッチケア」2 月「栄
養士さんの話」3 月「心理士さんの
話」  12 月５日（木）～
○なかよしタイムⅣ期募集

平 成 26 年 1 月 15 日 ～ 3 月 19
日の水曜日（10 回）  2 歳 3 か月
以上児とその保護者 45 組（先着順）

 親子で歌、体操、読み聞かせ、ゲー
ム等の集団活動。親子の仲間づくり

 12 月 12 日（木）～
☆共通事項　時間は 10 時～ 11 時

 地域子育て支援センター  無料
 ８時 30 分～ 17 時

○えほんタイム
 水曜日を除く毎日 11 時～ 11 時

15 分、16 時～ 16 時 15 分  自由
参加  歌や絵本、紙芝居やパネル
シアター、体操等 

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

○双子ちゃん遊ぼう
12 月 ２ 日（ 月 ）10 時 ～ 12 時 

 未就園児の双子と保護者または
双子を妊娠中の方  無料※一般に
も開放
○ほのぼの移動広場

12 月３日（火）、17 日（火）10
時 30 分～ 11 時 30 分※時間内参
加自由  イオン栃木店ちびっこ広
場  保育士による歌遊び、絵本読
み、ミュージック・ケアや子育て相
談（看護師相談あり）
○親子ふれあい給食

12 月６日（金）受付 10 時～ 10
時 30 分  当日先着 5 組   親子で
800 円（離乳食あり）
○健康相談日

12 月 16 日（月）10 時～ 15 時
 身体測定※午前中、助産師相談

あり（予約不要）
○マタニティー＆ベビーの日

12 月 19 日（木）14 時～ 15 時
 妊娠５か月以上（臨月を除く）

の妊婦または夫婦２組  赤ちゃん
のお世話、調乳、おやつ試食  エ
プロン、母子手帳  無料  電話
で 10 時～ 15 時

○親子で楽しみましょう（絵本、大
好き！）

12 月 16 日（月） １歳～未就
園児
○パネルシアターをみてうたおう
◇６か月～１歳５か月児

12 月 ３ 日（ 火 ）、11 日（ 水 ）、
13 日（金）、19 日（木）
◇１歳６か月～未就園児

12 月 ４ 日（ 水 ）、10 日（ 火 ）、

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○親子製作「クリスマスの飾りを作
ろう」

12 月４日（水）
○開放保育

12 月 11 日（水）
○親子製作「お正月リース作り」

12 月 18 日（水）
○クリスマス会

12 月 25 日（水）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～ 

 地域子育て支援センターにしか
た  未就園児と保護者  無料  
不要　

さくら３Ｊホール
（☎ 22‐7100）

○お菓子作りに挑戦しよう！
12 月 15 日（日）９時〜 12 時

※８時 30 分さくら 3J ホール集合 
 吹上地区公民館  小学生 15 組 
 エプロン、三角巾  500 円  

電話で 12 月２日（月）～６日（金）
まで
○キッズサロンウィンターコース

平成 26 年 1 月上旬〜隔金曜日（全
4 回）10 時〜 11 時 30 分  平成
22 年 4 月 〜 平 成 24 年 12 月 生 ま
れの乳児と保護者 A、B 各コース
25 組（先着順）  ふれあい遊び、
リズム遊び、ゲーム遊び等  12 月
2 日（月）～ 13 日（金）までメー
ル sakura-3j@sakura-kids.jp に 保 護
者名、子ども名、読み仮名、生年月
日、〒住所、電話番号を送信※日程、
コース等は後日郵送

スマス会、26 日（木）年賀状制作
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分  地域子育て支援セン
ターつが  未就園児と保護者  
無料  不要

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

○身体測定・手形の日☆
◇ ０ 歳 ～ ２ 歳 未 満 12 月 ９ 日

（月）、11 日（水）◇２歳以上 
12 月 10 日（火）ともに時間は 10
時 30 分～ 11 時 30 分
○カレンダー作り☆

12 月 16 日（ 月 ）・25 日（ 水 ）
10 時 30 分～ 11 時 30 分、17 日（火）
13 時～ 14 時
○もちつき会に参加しませんか！

12 月 20 日（金）11 時～ 12 時 
２歳以上児（先着 15 組）  飲み

物  12 月９日（月）～ 11 日（水）
9 時 30 分～電話受付
○リフレッシュ体操に参加しません
か！

平成 26 年１月７日（火）10 時
30 分～ 11 時 30 分 １歳 6 か月
以上児と保護者 12 月 17 日（火）
～ 19 日（木）９時 30 分～電話受
付（先着 20 組）
○たこ作りに参加しませんか！

平成 26 年１月 10 日（金）10 時
30 分～ 11 時 30 分 ２歳以上児

（先着 15 組） 12 月 24 日（火）
～ 26 日（木）9 時 30 分～電話受
付
　☆印は自由参加です。

大平みなみ児童館
（☎ 43‐9880）

○クリスマスグッズ作り
12 月 14 日（ 土 ）9 時 30 分 ～

11 時 30 分、13 時 30 分 ～ 15 時
30 分予定  大平みなみ児童館  
市内の小学生各 10 人  クリスマ
スリースづくり※申込みの際、午前・
午後の希望の時間を伺います  無
料  11 月９日（土）～

大平児童館
（☎ 43‐2350）

○冬の星座を観測しよう♪
晴れた日の毎週水曜日 19 時～

21 時  大平児童館３階　ほしを
みる部屋  全年齢  天体望遠鏡
で宇宙を覗いてみましょう！※月や
土星、季節の星座などを見ること
ができます  無料  雨天時イベ
ント開催の有無等、詳しくは大平
児童館まで。また、ホームページ
www.10years4kids.com でも天体観
測、季節の行事等の情報をお知らせ
しています 。

12 日（木）、18 日（水）、20 日（金）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 15 組 11 月 27 日

（水）～ 29 日（金）９時～ 15 時

ファミ・サポ講習会

○幼児安全法
11 月 29 日（金）10 時～ 11 時

30 分  とちぎコミュニティプラ
ザ会議室① ファミ・サポに関心
のある方 30 人※会員でなくても参
加可。託児あり  日本日赤職員の
指導による幼児安全法  受付中　
ファミリー・サポート・センター栃木
☎ 25‐1040 ／大平☎ 43‐1134（９
時～ 17 時）
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乳幼児健診等のご案内
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問 合 先

１月の集団健診日程
予約制です。お早めに問い合わせ先までご連絡ください。

日曜
日 会　場 対象

　検査項目

 特定健診・胃がん・肺がん
 大腸がん ･ 肝炎ウイルス 前立腺がん 子宮がん

乳がん 骨密度

９ 木 大平ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○ ○
12 日 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
24 金 栃木保健福祉センター 女性 〇 × 〇 〇

※健診当日の受付時間は、8：30 ～ 10：30 です。

１月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先までご連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
９ 木 　大平ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
14 火 　藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
16 木 　西方保健センター   9：00 ～ 11：30

23 木 　都賀保健センター 13：30 ～ 16：30

27 月 　栃木保健福祉センター   9：00 ～ 11：30

１月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先までご連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
16 木 大平ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
30 木 栃木保健福祉センター 13：30 ～ 16：30

両親教室
事前に問合先までご連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ
①妊娠中の生活・仲間づくり 終了   12 月 25 日（水）
②育児について・栄養指導  12 月 16 日（月）     1 月 22 日（水）
③妊婦体験・沐浴指導    1 月 18 日（土）     2 月 15 日（土）

すくすく教室
事前に問合先までご連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

栃木保健福祉センター
12 25 水   ふれあい遊び・子育てアドバイス
１ 18 土   絵本読み聞かせ・ストレッチ

大平ゆうゆうプラザ
12 11 水 離乳食教室・子育て相談

 藤岡保健福祉センター
12 ６ 金 ベビータッチケア
１ ９ 木 離乳食実習

 都賀保健センター
12 20 金 離乳食のお話・ベビータッチケア

　
　
　
　（
12
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
２ 月 栃木（栃木保健福祉センター）
9 月 大平（大平ゆうゆうプラザ）

16 月
藤岡（藤岡保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）

休日・夜間救急診療

≪栃木地区急患センター 12 月の当番医≫
境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699

【診療時間等】
平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日   9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）
※事前に☎確認してお出かけください。
※急患センターは、急病の患者さんに対し応急
的な診療を行う施設です。急病ではない患者さ
んは、かかりつけ医師等の診療時間内に受診す
るなど、急患センターの正しい利用をお願いし
ます。

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

≪急患センター終了後、問合先≫

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

毎日18：00 ～ 23：00  
☎ 028‐600‐0099　プッシュ回線の場合　  #8000 

≪とちぎ子ども救急電話相談≫

○ホームページ
　「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
　アドレスバーに下記のＵＲＬを入力。
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/
○モバイル版
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/

≪とちぎ医療情報ネット≫

12 月の乳幼児健診
個別通知にて案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

17 火
大平（大平ゆうゆうプラザ）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
西方（西方保健センター）

18 水
栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）

9 か月児健診
４ 水 栃木（栃木保健福祉センター）
13 金 栃木（栃木保健福祉センター）

17 火
藤岡（藤岡保健福祉センター）
西方（西方保健センター）

18 水
大平（大平ゆうゆうプラザ）
都賀（都賀保健センター）

1 歳 6 か月児健診
４ 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）
９ 月 都賀（都賀保健センター）
11 水 栃木（栃木保健福祉センター）

17 火 栃木（栃木保健福祉センター）
3 歳児健診

５ 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）
12 木 栃木（栃木保健福祉センター）
13 金 藤岡（藤岡保健福祉センター）

2 歳児歯科健診
12 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）
17 火 栃木（栃木保健福祉センター）

成人健診等のご案内

適量を守ってこころと
　　　　　　からだによいお酒を

　お酒を飲む機会が増える季節となりました。適量飲酒はリラックス効果や血流促進、また

コミュニケーションの円滑化など良い効果があります。しかし飲みすぎると胃や肝臓に負担

をかけ、内臓脂肪を増やすもととなり健康障害の要因となってしまいます。一般的な適量や

上手な飲み方を再確認して、お酒と仲良く付き合いましょう。

１ 日
内：渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）
外：川島（かわしまクリニック）

２ 月 青木（虎） （青木医院）
３ 火 成田（成田内科）
４ 水 長（大平ファミリークリニック）
５ 木 大門（大門内科医院）
６ 金 石井（石井内科医院）
７ 土 山門（山門クリニック）

８ 日
内：腰塚（康）（腰塚医院）
外：青木（虎）（青木医院）

９ 月 青木（章） （静和医院）
10 火 大山（大山整形外科）
11 水 中元（中元内科医院）
12 木 渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）
13 金 橋本（安）（橋本医院）
14 土 青木（虎） （青木医院）

15 日
内：大門（大門内科医院）
外：斉藤（浩） （はこのもりクリニック）

16 月 永谷（大島医院）
17 火 土谷（土谷医院）
18 水 与倉（与倉ペインクリニック）
19 木 藤沼（仁）（大平下病院）
20 金 亀田（亀田整形外科医院）
21 土 箕輪（箕輪内科）

22 日
内：石井（石井内科医院）
外：青木（虎） （青木医院）

23 月
内：石塚（好生医院）
外：大家（おおやクリニック）

24 火 斉藤（伸） （さいとう小児科）
25 水 金田（金田医院）
26 木 河口（河口医院）
27 金 川島（かわしまクリニック）
28 土 横山（よこやま内科小児科クリニック）

29 日
内：轡田（こひらメディカルクリニック）
外：三浦 （三浦整形外科）

30 月
内：田村（田村医院）
外：与倉（与倉ペインクリニック）

31 火
内：小森谷（小森谷内科医院）
外：町田（メディカルパパス）

～適量～

　ビール　　　ワイン　 　日本酒

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　焼酎　　　ウィスキー

　中ビン　　グラス２杯　　１合　　　0.6 合　　　ダブル１杯

  （500ml）　　（240ml）　　（180ml）　（110ml）　　   （60ml）

　　　～お酒の上手な飲み方～

○食事と一緒にゆっくりと
　チーズ・枝豆・豆腐・刺身・サラダ
などがお勧めのおつまみです♪
○強いお酒は薄めて
　アルコール度数の高いお酒は胃炎や
食道がんの原因に！
○長時間飲み続けない
○週に 2 日は休肝日をつくる
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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。
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を
払
い
、

霊
験
を
得
る
と
い

わ
れ
る
撫
で
石
が

置
か
れ
て
い
る
。

　

市
内
に
向
か
う

「
あ
じ
さ
い
坂
」
と
知
ら
れ
る
参
道

　
す
べ
て
の
願
望
叶
う″
神
社
″

石
段
の
参
道
沿
い
に
は
ア

ジ
サ
イ
が
植
栽
さ
れ
、
あ

じ
さ
い
坂
と
し
て
知
ら
れ

る
。
参
道
に
は
享
保
８
年

（
１
７
２
３
）
年
に
建
造
さ

れ
た
格
調
高
い
隋ず

い
し
ん神

門も
ん

が
そ

び
え
る
。

　

境
内
か
ら
東
へ
少
し
歩
く

と
市
街
地
を
一
望
で
き
る
見

晴
ら
し
場
へ
、西
側
に
は「
陸

の
松
島
」
と
称
さ
れ
る
絶
景

の
謙け

ん
し
ん信

平だ
い
らが

あ
る
。
茶
店
や

土
産
物
店
で
提
供
す
る
団
子

と
卵
焼
き
、
焼
き
鳥
は
太

平
山
名
物
と
し
て
人
気
だ
。

奥お
く
の
み
や

宮
か
ら
は
岩
船
山
に
至
る

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
な

が
り
、
日
光
連
山
や
関
東
平

野
を
見
渡
せ
て
、
首
都
圏
か

ら
の
ハ
イ
カ
ー
も
多
い
。

2013 年光と音のページェント

▲つがまつり 2012 の様子

平成 24年 12月生まれの赤ちゃん

石
いしかわ

川　葵
あおい

ちゃん

鈴
す ず き

木　心
こ こ な

菜ちゃん

坂
さかもと

本　実
み ゆ

優ちゃん

平
ひらいで

出　優
ゆ づ き

月ちゃん

田
た ぬ ま

沼　秀
ひでとら

虎ちゃん

玉
た ま だ

田　杏
あ ん な

奈ちゃん 菊
き く ち

地　旭
あさひ

ちゃん

石
いしかわ

川　玲
れい

ちゃん

北
きたはら

原　伊
い お り

織ちゃん

金
か ね こ

子　優
ゆ う き

希ちゃん

浅
あ さ の

野　颯
は や と

翔ちゃん

碓
う す い

井　颯
は や と

人ちゃん

塩
し お た

田　暖
あ た る

優ちゃん

上
か ど う の

遠野心
こ こ あ

愛ちゃん早
そ う と め

乙女真
ま り

理ちゃん

鈴
す ず き

木　秀
しゅうと

斗ちゃん

早
そ う と め

乙女真
ま ゆ み

弓ちゃん上
うえはら

原　朋
と も や

也ちゃん

針
は り や

谷　登
と い

偉ちゃん

大
おおやま

山　七
な な み

海ちゃん

金
か ね こ

子　蓮
れん

ちゃん

大
おおはし

橋　光
み さ

紗ちゃん 大
おおはし

橋　佑
ゆうだい

大ちゃん青
あ お き

木　真
ま ゆ

悠ちゃん

岡
おかやす

安　柚
ゆ ず き

來ちゃん

小
こばやし

林　環
か ん な

夏ちゃん

高
たかはし

橋　穹
お お き

生ちゃん

（
募
集
）
写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）・ 

生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
名
を
記
入
し
て

　
　
　

  

〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
市
役
所
秘
書
広
報
課
へ
。
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
締
め
切
り
）
平
成
25
年
１
月
生
ま
れ　

11
月
20
日
（
水
）、
平
成
25
年
２
月
生
ま
れ　

12
月
５
日
（
木
）（
当
日
必
着
）

この冬も輝きます

◆日時　11 月 29 日（金）～平成 26 年１月 12 日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　17 時～ 23 時

◆会場　東武新大平下駅東口・プラッツおおひら周辺
◆内容　約８万球のイルミネーションが、冬の空に輝き
ます。また期間中の週末は、様々なステージイベントが
行われます。栃木工業高校の生徒が製作した「体験型イ
ルミネーション」をお楽しみください。

ど
田
舎
に
し
か
た
祭
り

◆
日
時　

12
月
１
日
（
日
）　

10
時
～
16
時
（
小
雨
決
行
）

◆
会
場　

道
の
駅
に
し
か
た
及

び
東
側
の
田
ん
ぼ
（
西
方
町
元

及
び
本
城
）

◆
内
容　

田
ん
ぼ
を
使
っ
た

「
田
ん
ぼ
相
撲
」や「
俵
飛
ば
し
」

な
ど
子
ど
も
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

や
ス
テ
ー
ジ
で
の
踊
り
の
発
表

な
ど
、
家

族
そ
ろ
っ

て
楽
し
め

ま
す
。
ま

た
、
お
祭

り
の
最
後

に
は
、
豪

華
賞
品
が

当
た
る
大
抽
選
会
が
あ
り
ま

◆
問
合
先　

光
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

（

 

産
業
振
興
課
内
／
☎
43
‐
９
２
１
３
）

◆
日
時　

12
月

７
日
（
土
）
～

８
日
（
日
）
９

時
～
15
時

◆
会
場　

総
合

運
動
公
園
噴
水

広
場
（
川
原
田

町
）

◆
内
容　

地
元

農
産
物
の
展
示

即
売
を
は
じ

め
、
米
・
野
菜

な
ど
の
無
料
配

布
な
ど
の
ほ
か

栃
木
ウ
ー
ヴ
ァ

Ｆ
Ｃ
に
よ
る
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
等
各

種
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま

す
。

　

ご
家
族
・
お
友
達
な
ど
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

と
ち
ぎ
ア
グ
リ

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務

局
（

 

農
林
課
内
／
☎
21
‐

２
４
２
７
）

第 10 回とちぎの農業まつり
ＪＡしもつけ第 15 回ふれあいまつり in とちぎ

～次代へつなぐ協同～

とちぎアグリフェスタ 2013 す
。

◆
問
合
先　

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐
０
３
１
３

2013 年 光と音のページェント　イベント開催予定
開催日 イ ベ ン ト 時間

11 月 29 日（金）イルミネーション点灯式 17:45 ～大平中学校吹奏楽部
11 月 30 日（土）フラダンス 18:00 ～

12 月   7 日（土）巫女舞 18:00 ～
絆翔 18:40 ～

12 月   8 日（日）とみタウンの日曜市 16:00 ～
大道芸 18:00 ～

12 月 14 日（土）ベリーダンス 18:00 ～
12 月 21 日（土）よさこい 18:00 ～

12 月 25 日（水）
おおひらふじ幼稚園・
エキシビション 17:00 ～

ジャズダンス 18:00 ～

12 月 28 日（土）ジャズバンド 18:00 ～
和太鼓 18:40 ～

 平成 26 年
1 月 11 日（土）かっぽれ 18:00 ～

※天候及び出演者等の諸事情より変更又は中止になる
　場合もあります。
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市内各地から、楽しい話題が届きました！

市内各地のイベント情報を、市ホームページのイベントカレンダーで見ることができます。

   

10
月
6
日
、つ
が
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
会
場
に
、第
４
回
都
賀
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

綱
引
き
・
玉
入
れ
・
障
害
走
・
大
玉
こ
ろ
が
し
な
ど
の
８

種
目
の
競
技
を
自
治
会
対
抗
で
競
う
ほ
か
、
体
験
種
目
と

し
て
カ
ヌ
ー
・
テ
ニ
ス
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　藤岡観光いも掘り農園は、藤岡地域で
育った大きなサツマイモが掘れる人気の
いも掘りスポットとなっています。
　今年も、市内外の多くの幼稚園等から

申し込みがあり、「取れたねー」と喜び
ながら、新鮮でおいしそうなサツマイモ
を袋いっぱいに掘り出していました。

　

10
月
14
日
と
20
日
に

「
お
お
ひ
ら
黒
大
豆
オ
ー

ナ
ー
制
度
引
渡
し
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
と
、
10
月

は
枝
豆
、
12
月
は
黒
大
豆
の
収
穫
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

20
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
し
た
が
、オ
ー
ナ
ー
達
は
、

た
わ
わ
に
実
っ
た
枝
豆
を
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
毎

年
恒
例
の
豚
汁
や
新
米
の
お
に
ぎ
り
の
ほ
か
、
今
年
は
栃
木

農
業
高
校
の
生
徒
が
試
作
し
た
黒
大
豆
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
の

試
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
、巴
波
川
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

巴
波
川
の
環
境
美
化
と
市
民
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
に
、
関
係
の
25
自
治
会
の
協
力
を
得
て
、

１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
清
掃

で
す
。
年
に
３
回
実
施
し
て
い
て
、
今
年
は
今
回
が

３
回
目
で
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
あ
い
に
く
の

空
模
様
で
し
た
が
、
今
回
も
大
勢
の
方
々
に
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
す
っ
き
り
と
き
れ
い
に
な
っ
た
巴

波
川
は
、
観
光
に
訪
れ
る
方
々
に
も
喜
ば
れ
る
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　 さ わ や か な 秋
晴 れ と な っ た ９
月 29 日、 西 方・
都賀の両公民館の交流講座と
して、西方の古寺を巡る「ふ
るさと探訪会」が行われまし
た。
　参加者らは、訪れた先々で、
寺の歴史や、史跡についての
話を聞いたり、貴重な文化財

などを見学した
りと、有意義な
時間を過ごしま
した。


